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Ⅰ 調査概要 

  



2 

 

  



3 

 

１．調査の目的 

群馬県内の子ども及びその保護者に対して意識や行動の調査を行い、経済的な困窮等が子

どもの生活や成長、保護者の生活や意識、行動に与える影響等を明らかにすることにより、

子どもの貧困又は貧困の連鎖の解消に向けた効果的な施策につなげることを目的とする。  

 

２．調査の設計 

（１）調査対象：群馬県内の中学２年生とその保護者（対象 40校） 

 

（２）調査方法：中学校経由でアンケート票を配布・回収（WEB回答又は用紙で回答） 

 

（３）調査期間：令和 5年 12月 11日～令和 6年 1月 19日 

 

（４）回答率： 

 

地域別回答率： 

 

※県内の中学校から地域バランス等を考慮して抽出。 

 

    

  

対象 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率

中学２年生 1,140 1,007 88.3% 998 87.5%

保護者 1,140 857 75.2% 848 74.4%

地域 対象 校数 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率

中学２年生 361 313 86.7% 312 86.4%

保護者 361 264 73.1% 265 73.4%

中学２年生 329 300 91.2% 300 91.2%

保護者 329 252 76.6% 250 76.0%

中学２年生 164 147 89.6% 142 86.6%

保護者 164 125 76.2% 121 73.8%

中学２年生 286 247 86.4% 244 85.3%

保護者 286 216 75.5% 212 74.1%

12

12

6

10

中毛

西毛

北毛

東毛
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＜参考＞標本誤差と信頼度について 

 

（１）標本誤差と信頼度の概要 

アンケート調査では、母集団※1から無作為に抽出した標本データ※2を元に、調査対象

の全体を推計するため、得られた回答に誤差が生じる可能性がある。 

その誤差は、標本誤差と呼ばれており、標本誤差の推定が 100 回のうち 95 回当たる、

すなわちその度合いで正確さが保障できるという場合、信頼度 95％と呼ぶ。 

通常のアンケート調査の場合は、信頼度 95％を用いるのが一般的であり、許容できる

標本誤差の範囲は、5％未満が望ましいとされている。 

※1…今回の調査では、群馬県内の中学２年生：15,738人 

※2…今回の調査では、アンケート回答数である中学２年生＝998人、保護者＝848人 

 

（２）標本誤差の計算式 

母集団がＮ人、標本データがｎ人、ある選択肢の回答値がＰ％とすると、信頼度 95％

における、標本誤差Ｅ％の計算式は、以下の通りとなる。 

 

（３）本アンケートでの標本誤差 

本アンケート調査では、998人及び 848人からの回答が得られており、例えば、ある選

択肢の「はい」との回答値が 50％であった場合、標本誤差は約 3.1％及び 3.3％となるた

め、母集団すなわち中学２年生及び保護者の賛成率は、95％の確率で 46.9％（50％-3.1％）

から 53.1％（50％+3.1％）及び 46.7％（50％-3.3％）から 53.3％（50％+3.3％）の間

にあると言える。なお、標本誤差は、回答値が 50％の時に最も高く、回答率が 0％もし

くは 100％に近付くほど減少する。 

以上より、本アンケート調査では、標本誤差が最大でも約 3.3％となり、許容できる標

本誤差の範囲である 5％未満に収まるため、母集団に対し妥当な標本データ数を得るこ

とができたと言える。 

 

３．集計・分析にあたって 

（１）図表中の「n」とは回答者総数（または該当者質問での該当者数）のことで、 

  100％が何人の回答に相当するかを示す比率算出の基数である。 

（２）結果は百分率（％）で表示し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した結果、 

  個々の比率が合計 100％にならないことがある。 

（３）クロス集計や平均値の比較に関しては、図表で示した内容のうち、5％水準で統計的に 

有意ではない結果についてはページ下段に注釈を付している。 

（４）本文及び図表中、意味をそこなわない範囲で簡略化した選択肢がある。 
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Ⅱ 調査結果 
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１．分析結果の概要 

 

本報告書では、子どもの生活状況について、群馬県内の実態を把握するとともに、「等価世帯収

入」の水準と「世帯の状況」別に比較分析を行った。 

「等価世帯収入」の水準では、特に「中央値の 2分の 1未満」に該当する世帯を、「貧困」の課

題を抱えている世帯であると考え、集計・分析を行った。また、「中央値の 2分の 1以上中央値未

満」に該当する世帯も「貧困」の課題を抱えるリスクが高い世帯であると考え、回答傾向の把握

を行った。 

「世帯の状況」別としては、ふたり親世帯であるかひとり親世帯であるか別に集計し、結果を

比較した。また、ひとり親世帯のうち、母子世帯に限った集計を行い、その結果も示した。 

 

分析の結果、世帯収入の水準や世帯の状況によって、子どもの学習・生活・心理など様々な面

が影響を受けていた。 

特に等価世帯収入水準が「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯やひとり親世帯が親子ともに多くの

困難に直面している。ただし、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上だが中央値未満」の、

いわば収入が中低位の水準の世帯でも、多様な課題が生じていた。 

また、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯では、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

同感染症流行前と比較して生活状況がさらに厳しくなっている可能性がある。 

 

（１）保護者の生活状況 

 

●収入の状況について 

世帯の年間収入について、「子供と同居し、生計を同一にしている家族の人数」を踏まえて

「等価世帯収入」の水準による分類を行った。等価世帯収入の水準が「中央値以上」に該当する

のは 50.4％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」に該当するのは 35.6％、「中央値の 2分の 1

未満」に該当するのは 10.5％であった。 

また、「ひとり親世帯」では「中央値の 2分の 1以上中央値未満」に該当するのは 38.7％、

「中央値の 2分の 1未満」に該当するのは 48.4％となっているほか、「ひとり親世帯（母子家

庭）」では「中央値の 2分の 1以上中央値未満」に該当するのは 34.6％、「中央値の 2分の 1未

満」に該当するのは 53.1％となっており、ひとり親世帯のうち 87.1％の世帯、母子家庭のうち

87.7％で収入が中低位の水準にある。特に、母子家庭の半数以上で収入の水準が「中央値の２分

の１未満」に該当している点に着目する必要がある。 

 

 

等価世帯収入の水準 

 

※分類方法等、詳しくは「２.２-１.（６）世帯全体の年間収入」（47 ページ）参照  

50.4

9.7

8.6

35.6

38.7

34.6

10.5

48.4

53.1

3.5

3.2

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

中央値以上 中央値の2分の1以上中央値未満

中央値の2分の1未満 判定不可
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●暮らしの状況、経済的な状況について 

暮らしの状況について「苦しい」と「大変苦しい」を合わせた割合は、全体では 27.8％であっ

たのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 33.8％、「中央

値の 2 分の 1 未満」の世帯では 65.2％と高くなっている。また、「ひとり親世帯」では 54.8％、

「ひとり親世帯（母子家庭）」では 58.0％と半数以上を占めており、収入の水準が低い世帯やひと

り親世帯ほど暮らしの状況は苦しい傾向にある。 

 

 

「暮らしの状況」に関する集計結果 

 

  

3.1

5.2

1.3

3.2

2.2

2.5

11.2

18.5

4.0

2.2

12.0

3.2

2.5

57.9

61.6

60.9

32.6

60.3

39.8

37.0

22.9

13.6

27.2

48.3

21.0

38.7

40.7

5.0

1.2

6.6

16.9

3.6

16.1

17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答
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「食料が買えなかった経験」が「よくあった」、「ときどきあった」、「まれにあった」とする割

合は、全体では 12.7％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未

満」の世帯では 15.6％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 33.7％、「ひとり親世帯」では 28.0％、

「ひとり親世帯（母子家庭）」では 30.8％と高くなっている。 

 

 

「食料が買えなかった経験」に関する集計結果 

 

  

1.2

0.2

1.3

4.5

0.7

4.3

3.7

4.0

1.4

5.3

12.4

3.4

9.7

11.1

7.5

4.2

8.9

16.9

6.9

14.0

16.0

86.9

93.9

84.4

65.2

88.7

72.0

69.1

0.4

0.2

1.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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「衣服が買えなかった経験」が「よくあった」、「ときどきあった」、「まれにあった」とする割

合は、全体では 15.7％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未

満」の世帯では 20.2％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 42.7％、「ひとり親世帯」では 32.3％、

「ひとり親世帯（母子家庭）」では 34.6％と高くなっている。 

 

「衣服が買えなかった経験」に関する集計結果 

 

「電気料金」、「ガス料金」、「水道料金」のいずれか１つ以上で未払いが発生している割合は、

全体では 3.9％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の

世帯では 6.3％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 10.1％、「ひとり親世帯」では 12.9％、

「ひとり親世帯（母子家庭）」では 14.8％と高くなっている。 

 
「公共料金における未払いの経験」に関する集計結果 

1.9

0.7

3.0

3.4

1.4

5.4

4.9

4.7

1.2

6.6

15.7

4.3

9.7

9.9

9.1

4.2

10.6

23.6

8.1

17.2

19.8

84.1

93.7

79.8

57.3

86.1

67.7

65.4

0.2

0.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

2.6

1.8

2.4

3.9

95.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気料金

ガス料金

水道料金

いずれか１つ以上該当

あてはまるものはない

無回答 全体（n=848）
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等価世帯収入水準別「公共料金における未払いの経験」に関する集計結果 

 

 

世帯別「公共料金における未払いの経験」に関する集計結果  

0.9

0.5

0.5

1.2

98.6

0.2

3.3

2.3

3.6

6.3

93.7

0.0

9.0

6.7

7.9

10.1

89.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気料金

ガス料金

水道料金

いずれか１つ以上該当

あてはまるものはない

無回答

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

1.6

1.0

1.5

2.6

97.3

0.1

9.7

7.5

9.7

12.9

87.1

0.0

11.1

8.6

11.1

14.8

85.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気料金

ガス料金

水道料金

いずれか１つ以上該当

あてはまるものはない

無回答

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）
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●就労状況について 

 就労状況の違いが収入の水準と関連している。母親、父親ともに「正社員・正規職員・会社役

員」の割合は収入の水準が低い世帯ほど低くなっている。 

 

「母親の就労状況」に関する集計結果 

 

 

「父親の就労状況」に関する集計結果  

32.3

44.7

22.2

10.1

6.6

6.6

5.0

14.6

42.7

35.1

50.3

47.2

7.9

5.6

9.9

11.2

8.5

7.3

10.3

10.1

0.1

1.1

0.9

0.2

2.0

1.1

0.9

0.5

0.3

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主婦／主夫を含む。）

わからない

いない

無回答

78.4

89.9

76.5

32.6

0.6

0.2

1.0

1.1

0.7

0.2

0.3

4.5

12.0

8.4

14.2

19.1

0.4

0.7

1.1

0.9

0.2

1.0

4.5

5.8

0.9

5.6

31.5

1.2

0.7

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主婦／主夫を含む。）

わからない

いない

無回答
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●子どもとの関わり方や学校との関わり・参加について 

「子どもに本や新聞を読むように勧めている」かについて、「どちらかといえば、あてはまらな

い」、「あてはまらない」を合わせた割合は、全体では 44.8％であったのに対し、等価世帯収入水

準が「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 49.0％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯

では 48.3％、「ひとり親世帯」では 53.8％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 50.6％と高くなっ

ている。 

その他にも、「ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加」でも同

様の傾向が見られ、収入水準や世帯の状況の違いが「子どもとの関わり方」や「学校との関わり・

参加」の状況の差異にも関連している。 

 

 

「お子さんに本や新聞を読むように勧めている」に関する集計結果  

17.9

19.2

15.9

19.1

18.1

15.1

16.0

36.0

38.6

33.8

31.5

37.4

29.0

32.1

26.8

28.3

26.2

23.6

26.6

24.7

22.2

18.0

13.1

22.8

24.7

16.8

29.0

28.4

1.3

0.7

1.3

1.1

1.1

2.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答
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「ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加」に関する集計結果 

 

  

30.2

30.9

30.1

31.5

30.9

22.6

23.5

39.3

40.7

38.4

31.5

40.0

33.3

37.0

22.2

22.7

20.5

21.3

21.3

30.1

25.9

7.1

4.9

8.3

15.7

6.5

12.9

12.3

1.3

0.7

2.6

1.4

1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

よく参加している ときどき参加している

あまり参加していない まったく参加していない

無回答
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●進学期待・展望について 

子どもが将来どの段階まで進学するかの希望・展望に関して、「大学またはそれ以上」とする割

合は、全体では 45.6％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未

満」の世帯では 36.4％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 28.1％、「ひとり親世帯」では 30.1％、

「ひとり親世帯（母子家庭）」では 30.9％と低くなっている。 

また、「高校まで」と考える理由について、「家庭の経済的な状況から考えて」と回答した割合

は、全体では 19.2％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」

の世帯では 23.9％、「ひとり親世帯」では 20.0％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 23.5％と高

くなっている（「中央値の 2 分の 1未満」の世帯では 14.3％と全体より低かった）。ただし、「中央

値以上」の世帯でも 10.0％であったことに留意する必要がある。 

 

 

「子どもの進学段階に関する希望・展望」に関する集計結果 

  

0.1

1.1

1.1

12.3

7.0

15.2

23.6

10.7

21.5

21.0

23.7

20.8

26.5

30.3

23.4

29.0

30.9

45.6

56.4

36.4

28.1

47.7

30.1

30.9

18.2

15.7

21.9

16.9

18.1

18.3

17.3

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

中学まで 高校まで

短大、高等専門学校、専門学校まで 大学またはそれ以上

まだわからない 無回答
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「進学段階に関する希望・展望についてそう考える理由」に関する集計結果 

  

58.4

24.1

28.9

8.2

3.2

5.1

0.7

43.3

17.3

41.3

19.2

0.0

3.8

2.9

61.7

13.9

27.4

8.0

4.5

7.0

0.5

60.7

31.3

26.1

5.2

3.4

4.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

全体（n=693）

高校まで（n=104）

短大、高等専門学校、専門学校まで（n=201）

大学またはそれ以上（n=387）
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等価世帯収入水準別「『高校まで』と考える理由」に関する集計結果 

 

 

世帯別「『高校まで』と考える理由」に関する集計結果 

 

50.0

13.3

43.3

10.0

0.0

0.0

0.0

39.1

21.7

41.3

23.9

0.0

6.5

4.3

47.6

14.3

38.1

14.3

0.0

4.8

4.8

0% 20% 40% 60%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

中央値以上（n=30）
中央値の2分の1以上中央値未満（n=46）
中央値の2分の1未満（n=21）

41.0

17.9

47.4

19.2

0.0

2.6

2.6

45.0

15.0

25.0

20.0

0.0

10.0

5.0

47.1

5.9

23.5

23.5

0.0

11.8

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

ふたり親世帯（n=78）
ひとり親世帯（n=20）
ひとり親世帯（母子家庭）（n=17）
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●頼れる人の有無・相手について 

一例として、「子育てに関する相談について頼れる人」について、「いない」とする割合は、全

体では 8.5％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世

帯では 10.3％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 14.6％、「ひとり親世帯」では 14.0％、「ひ

とり親世帯（母子家庭）」では 12.3％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯ほど頼

れる人がいないと回答した割合が高くなっている。 

 

 

「子育てに関する相談について頼れる人」に関する集計結果 

  

86.3

90.4

83.8

79.8

87.0

78.5

82.7

8.5

6.1

10.3

14.6

8.0

14.0

12.3

3.5

2.3

4.6

4.5

3.4

5.4

3.7

1.7

1.2

1.3

1.1

1.6

2.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答



19 

 

 

●日常的な生活の状況について 

保護者の心理的な状態について、「うつ・不安障害相当」にあると考えられる割合は、全体では

9.6％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では

12.3％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 18.0％、「ひとり親世帯」では 15.1％、「ひとり親

世帯（母子家庭）」では 13.6％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯ほど、うつ・

不安障害が疑われる状態にある者の割合が高い。 

また、生活満足度について、満足度が高い方の回答割合（6～10）は全体では 62.9％であったの

に対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 53.3％、「中央値の

2分の 1未満」の世帯では 46.1％、「ひとり親世帯」では 46.2％、「ひとり親世帯（母子家庭）」で

は 48.2％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯ほど、生活満足度が低くなってい

る。 

 

 

「保護者の心理的な状態」に関する集計結果 

 

  

55.0

60.9

51.0

41.6

55.9

47.3

45.7

24.4

23.4

25.5

23.6

25.0

22.6

25.9

7.4

6.3

7.6

12.4

6.9

9.7

8.6

9.6

6.3

12.3

18.0

8.8

15.1

13.6

3.7

3.0

3.6

4.5

3.4

5.4

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

0～4点 5～9点 10～12点 13点以上 不明・無回答
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「生活満足度」に関する集計結果 

  

7.1

3.3

9.9

14.6

5.8

17.2

16.0

11.6

8.2

13.6

20.2

10.4

19.4

19.8

18.3

15.0

23.2

19.1

18.8

17.2

16.0

27.0

29.3

24.5

25.8

27.6

19.4

19.8

35.8

44.0

28.8

20.2

37.1

26.9

28.4

0.2

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

0～2 3～4 5 6～7 8～10 無回答



21 

 

 

●新型コロナウイルス感染症の影響について 

「世帯全体の収入の変化」について、「減った」と回答した割合は、全体では 24.4％であったの

に対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 33.1％、「中央値の

2分の 1未満」の世帯では 47.2％、「ひとり親世帯」では 34.4％、「ひとり親世帯（母子家庭）」で

は 34.6％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯ほど「減った」と回答した割合が

高くなっている。 

 

 

「世帯全体の収入の変化」に関する集計結果 

 

  

10.0

14.1

6.6

3.4

10.4

8.6

9.9

24.4

13.1

33.1

47.2

22.9

34.4

34.6

64.4

71.4

58.9

49.4

65.2

57.0

55.6

1.2

1.4

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

増えた 減った 変わらない 無回答



22 

 

 

●支援の利用状況等について 

支援の利用割合について、全体では「就学援助」が 7.2％、「児童扶養手当」が 10.1％であった

のに対し、等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計すると、「就学援助」が

41.6％、「児童扶養手当」が 46.1％となっている。また、「ひとり親世帯」に限って集計すると、

「就学援助」が 46.2％、「児童扶養手当」が 60.2％、「ひとり親世帯（母子家庭）」のみに限って

集計すると、「就学援助」が 50.6％、「児童扶養手当」が 65.4％と過半数を占めている。その他支

援はほとんど利用されていない。 

各支援制度を利用していない理由について、等価世帯収入が「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯

に限って集計すると、「就学援助」は「利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいか

ら」が 20.0％、「子ども食堂（自分や友人の家以外で夕ごはんを無料か安く食べることができる場

所）」は「利用したいが、場所が遠く利用できないから」が 9.2％、「子どもに勉強を無料で教えて

くれる場所」、「フードバンク、フードパントリー」は「利用したいが、今までこの支援制度を知

らなかったから」がそれぞれ 25.3％、18.8％となっており、利用のしやすさや認知度の低さが課

題となっている。 

 

 

「支援制度の利用状況」に関する集計結果 

 

  

7.2

0.2

0.2

10.1

0.5

1.1

1.2

0.5

2.5

0.8

0.1

3.7

1.2

1.8

2.2

0.6

89.5

97.5

97.6

85.0

97.2

96.2

95.9

97.6

0.8

1.4

2.0

1.2

1.2

0.9

0.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=848）

b 生活保護（n=848）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=848）

d 児童扶養手当（n=848）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=848）

f 子ども食堂（n=848）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=848）

h フードバンク、フードパントリー（n=848）

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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「支援制度の利用状況」に関する集計結果 

（等価世帯収入が「中央値の 2 分の 1 未満」の場合） 

  

41.6

1.1

46.1

1.1

4.5

2.2

5.6

2.2

3.4

2.2

2.2

2.2

2.2

50.6

95.5

96.6

50.6

95.5

97.8

93.3

95.5

2.2

1.1

3.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=89）

b 生活保護（n=89）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=89）

d 児童扶養手当（n=89）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=89）

f 子ども食堂（n=89）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=89）

h フードバンク、フードパントリー（n=89）

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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「支援制度の利用状況」に関する集計結果 

（等価世帯収入が「ひとり親世帯」の場合） 

 

「支援制度の利用状況」に関する集計結果 

（等価世帯収入が「ひとり親世帯（母子家庭）」の場合） 

46.2

1.1

60.2

2.2

3.2

2.2

9.7

3.2

15.1

5.4

3.2

2.2

3.2

43.0

91.4

94.6

22.6

91.4

95.7

93.5

93.5

1.1

4.3

5.4

2.2

1.1

1.1

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=93）

b 生活保護（n=93）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=93）

d 児童扶養手当（n=93）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=93）

f 子ども食堂（n=93）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=93）

h フードバンク、フードパントリー（n=93）

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

50.6

1.2

65.4

2.5

3.7

1.2

9.9

3.7

14.8

6.2

3.7

2.5

3.7

38.3

90.1

93.8

17.3

90.1

95.1

92.6

93.8

1.2

4.9

6.2

2.5

1.2

1.2

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=81）

b 生活保護（n=81）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=81）

d 児童扶養手当（n=81）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=81）

f 子ども食堂（n=81）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=81）

h フードバンク、フードパントリー（n=81）

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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「支援制度を利用したことがない理由」に関する集計結果 

（等価世帯収入が「中央値の 2 分の 1 未満」の場合） 

 

※全体で集計をすると、ほとんどが「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うか

ら」の回答となるため、等価世帯収入の水準が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計を

行った。 

  

55.6

77.6

65.1

80.0

48.2

44.8

26.5

41.2

13.3

8.2

8.1

6.7

28.2

14.9

12.0

11.8

6.7

2.4

7.0

2.2

7.1

6.9

25.3

18.8

20.0

1.2

5.8

2.2

3.5

5.7

12.0

7.1

9.2

10.8

2.4

2.2

1.2

3.5

4.7

1.1

3.6

1.2

8.9

5.9

5.8

1.2

2.3

3.5

8.9

9.4

12.8

8.9

12.9

20.7

20.5

18.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=45）

b 生活保護（n=85）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=86）

d 児童扶養手当（n=45）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=85）

f 子ども食堂（n=87）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=83）

h フードバンク、フードパントリー（n=85）

制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できないから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答
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（２）子どもの生活状況、「貧困の連鎖」リスクの発生状況 

 

●学習の状況について 

学校の授業以外での勉強について、「塾で勉強する」と回答した割合は、全体では 44.4％であっ

たのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 42.0％、「中央

値の 2 分の 1 未満」の世帯では 36.6％、「ひとり親世帯」では 24.7％、「ひとり親世帯（母子家

庭）」では 28.4％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯ほど「塾で勉強する」と回

答した割合が低くなっている。 

 

 

「ふだんの勉強の仕方」に関する集計結果 

 

83.9

44.4

2.4

2.2

0.6

28.1

27.3

2.8

3.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に

参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答
全体（n=998）
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等価世帯収入水準別「ふだんの勉強の仕方」に関する集計結果 

 

85.8

51.9

3.3

1.8

0.8

30.4

24.3

2.8

2.3

0.3

83.3

42.0

0.7

2.2

0.0

27.2

30.4

2.9

2.9

0.0

87.8

36.6

0.0

3.7

1.2

32.9

30.5

1.2

3.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に

参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）
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世帯別「ふだんの勉強の仕方」に関する集計結果 

 

 

 

  

85.2

49.7

1.8

1.9

0.6

29.3

25.7

2.1

2.2

0.1

84.7

24.7

3.5

4.7

1.2

30.6

32.9

4.7

4.7

0.0

87.8

28.4

4.1

4.1

1.4

33.8

36.5

2.7

4.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に

参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）
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クラスの中での成績について、「やや下のほう」と「下のほう」を足し合わせた割合は、全体で

は 38.0％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯で

は 38.4％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 53.7％、「ひとり親世帯」では 50.6％、「ひとり

親世帯（母子家庭）」では 50.0％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯ほど「やや

下のほう」と「下のほう」を足し合わせた割合が高くなっている。 

 

 

「クラスの中での成績」に関する集計結果 

 

  

11.2

17.0

8.0

7.3

13.1

5.9

5.4

21.4

22.8

23.2

14.6

23.3

17.6

18.9

27.0

28.6

28.6

19.5

28.1

18.8

17.6

17.0

13.7

17.8

19.5

15.7

20.0

21.6

20.9

15.9

20.7

34.1

18.2

30.6

28.4

2.4

2.0

1.8

4.9

1.6

7.1

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答
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●進学希望について 

進学したいと思う教育段階に関して、「大学またはそれ以上」と回答した割合は、全体では 39.9％

であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 34.8％、

「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 29.3％、「ひとり親世帯」では 34.1％、「ひとり親世帯（母

子家庭）」では 36.5％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯ほど「大学またはそれ

以上」と回答した割合が低くなっている。 

進学希望の理由については、「高校まで」と考える理由について、「親がそう言っているから」、

「兄・姉がそうしているから」、「早く働く必要があるから」と回答した割合は、全体ではそれぞ

れ 18.6％、9.9％、11.8％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値

未満」の世帯ではそれぞれ 17.6％、9.8％、9.8％「中央値の 2分の 1未満」の世帯ではそれぞれ

36.4％、18.2％、22.7％、「ひとり親世帯」ではそれぞれ 26.3％、15.8％、21.1％、「ひとり親世

帯（母子家庭）」ではそれぞれ 33.3％、13.3％、20.0％となっており、収入の水準が低い世帯やひ

とり親世帯で割合が高くなっている。経済的理由で希望する進路を断念せざるを得ない等の将来

の進路への影響が懸念される。 

 

 

「進学希望」に関する集計結果 

 

  

0.4

0.5

0.4

0.4

16.1

10.4

18.5

26.8

13.6

22.4

20.3

22.1

21.5

21.4

25.6

22.7

21.2

21.6

39.9

48.6

34.8

29.3

42.5

34.1

36.5

21.0

19.0

24.6

17.1

20.4

22.4

21.6

0.4

0.4

1.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

中学まで 高校まで

短大、高等専門学校、専門学校まで 大学またはそれ以上

まだわからない 無回答



31 

 

 
「『高校まで』と考える理由」に関する集計結果 

  

60.6

19.3

23.7

9.3

4.5

2.6

3.3

7.5

14.2

0.3

37.3

29.2

18.6

9.9

6.2

6.8

11.8

6.8

19.9

0.0

75.1

14.0

18.1

7.2

4.1

1.8

1.8

5.0

11.3

0.5

61.8

18.3

28.9

10.3

4.0

1.3

0.8

9.3

13.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

全体（n=784）

高校まで（n=161）

短大、高等専門学校、専門学校まで（n=221）

大学またはそれ以上（n=398）
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等価世帯収入水準別「『高校まで』と考える理由」に関する集計結果 

  

34.1

29.3

9.8

7.3

0.0

7.3

12.2

12.2

19.5

35.3

31.4

17.6

9.8

9.8

7.8

9.8

3.9

15.7

36.4

27.3

36.4

18.2

4.5

0.0

22.7

9.1

22.7

0% 10% 20% 30% 40%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

中央値以上（n=41）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=51）

中央値の2分の1未満（n=22）
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世帯別「『高校まで』と考える理由」に関する集計結果 

 

  

35.2

34.1

17.6

8.8

6.6

4.4

11.0

8.8

17.6

0.0

42.1

15.8

26.3

15.8

0.0

10.5

21.1

5.3

21.1

0.0

33.3

13.3

33.3

13.3

0.0

6.7

20.0

0.0

26.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

ふたり親世帯（n=91）

ひとり親世帯（n=19）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=15）
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●日常的な生活の状況について 

就寝時間について、ほぼ同じ時間に寝ているかについて「そうである」回答した割合は、全体

では 28.9％であったのに対し、「ひとり親世帯」では 18.8％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では

21.6％となっており、ひとり親世帯でほぼ同じ時間に寝ているかについて「そうである」と回答

した割合が低くなっている。 

 

 

「就寝時間」に関する集計結果 

 

 

  

28.9

30.7

18.8

21.6

48.3

48.4

57.6

56.8

16.1

15.4

15.3

16.2

6.5

5.2

8.2

5.4

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

そうである どちらかといえばそうである

どちらかといえばそうではない そうではない

無回答
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家族の中にお世話をしている人が「いる」と回答した割合は、全体では 17.9％であったのに対

し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 15.6％、「中央値の 2分

の 1 未満」の世帯では 19.5％、「ひとり親世帯」では 22.4％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では

21.6％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯で「いる」と回答した割合が高くな

っている。 

また、ヤングケアラーという言葉の認知度について、聞いたことがあり、内容も知っている」

の割合は、全体では 35.5％であったのに対し、「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では

33.7％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 28.0％となっており、収入の水準が低い世帯ほど

低く、ヤングケアラーに該当していても認識していない可能性がある。 

 

「お世話をしている人の有無」に関する集計結果 

 

 

「ヤングケアラーという言葉の認知度」に関する集計結果  

17.9

16.7

15.6

19.5

15.7

22.4

21.6

81.9

82.8

84.4

80.5

84.0

77.6

78.4

0.2

0.5

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

いる いない 無回答

35.5

39.2

33.7

28.0

26.6

26.3

27.5

24.4

37.8

34.2

38.4

47.6

0.2

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない（今回初めて知った） 無回答
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生活満足度について、満足度が高い方の回答割合（6～10）は全体では 73.5％であったのに対

し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 71.0％、「中央値の 2分

の 1 未満」の世帯では 68.3％、「ひとり親世帯」では 68.2％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では

67.6％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯ほど低くなっている。 

また、子どもの心理的な状況に関して、「情緒の問題」の平均値は、全体では 4.10 であったの

に対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 4.25、「中央値の 2

分の 1未満」の世帯では 4.33、「ひとり親世帯」では 4.56、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 4.55、

「仲間関係の問題」の平均値は、全体では 2.37であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値

の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 2.32、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 2.41、「ひと

り親世帯」では 2.42、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 2.33となっており、収入の水準が低い世

帯やひとり親世帯ほど、「情緒の問題」や「仲間関係の問題」のスコアが高い（値が高いほど問題

性が高いと考えられる）。 

 

 

「生活満足度」に関する集計結果 

  

4.2

3.5

3.6

6.1

3.9

2.4

2.7

10.4

8.4

13.8

14.6

9.9

17.6

16.2

11.8

10.9

11.6

11.0

11.2

11.8

13.5

25.8

22.8

25.0

29.3

23.1

29.4

27.0

47.8

54.4

46.0

39.0

51.9

38.8

40.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

0～2 3～4 5 6～7 8～10
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「情緒の問題」に関する集計結果 

 

 

「仲間関係の問題」に関する集計結果 

 

  

4.10

4.05

4.25

4.33

4.10

4.56

4.55

3.5 4.0 4.5 5.0

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

2.37

2.31

2.32

2.41

2.30

2.42

2.33

1.0 1.5 2.0 2.5

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）
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また、「逆境体験」について、「ひとつもあてはまらない（０個）」の割合は、全体では 66.5％で

あったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 70.7％、

「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 46.3％、「ひとり親世帯」では 24.7％、「ひとり親世帯（母

子家庭）」では 24.3％となっており、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1未満」の世帯と「ひ

とり親世帯」では、「逆境体験」を経験している割合が高い（「両親が、別居または離婚をしたこ

とが一度でもある」の項目があり、特にこの点についてひとり親世帯では該当する者の割合が高

くなっていると考えられる）。「逆境体験」を経験している場合には、生活満足度が低いという関

連性がある。 

 

「逆境体験の経験有無」に関する集計結果 

 

 
「逆境体験の経験有無と生活満足度の平均値」に関する集計結果 

 

 

66.5

70.1

70.7

46.3

73.0

24.7

24.3

23.1

20.5

19.2

43.9

17.6

64.7

66.2

7.1

4.6

6.9

7.3

4.9

10.6

9.5

3.2

4.8

3.3

2.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

ひとつもあてはまらない（０個） １～２個あてはまる ３個以上あてはまる 無回答

7.03
7.41

6.18

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

全体

（n=998）

逆境体験：０個

（n=664）

逆境体験：１個以上

（n=302）
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●新型コロナウイルス感染症の影響について 

新型コロナウイルス感染症の拡大による変化として、「学校の授業がわからないと感じること」

や「イライラや不安を感じたり、気分が沈むこと」について「増えた」と回答した割合は、収入の

水準が低い世帯やひとり親世帯で高くなっている。 

「学校の授業がわからないと感じること」について、「増えた」と回答した割合は、全体では

31.4％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では

30.4％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 48.8％、「ひとり親世帯」では 42.4％、「ひとり親

世帯（母子家庭）」では 40.5％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯ほど「増えた」

と回答した割合が高くなっている。また、「イライラや不安を感じたり、気分が沈むこと」につい

ても、「増えた」と回答した割合は、全体では 35.7％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中

央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 34.8％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 45.1％、

「ひとり親世帯」では 38.8％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 39.2％となっており、収入の水

準が低い世帯やひとり親世帯ほど「増えた」と回答した割合が高くなっている。 

 

 

「学校の授業がわからないと感じること」に関する集計結果 

  

31.4

27.8

30.4

48.8

29.3

42.4

40.5

9.8

7.1

11.6

8.5

8.7

12.9

14.9

57.4

64.3

55.4

40.2

60.6

42.4

43.2

1.4

0.8

2.5

2.4

1.5

2.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

増えた 減った 変わらない 無回答
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「イライラや不安を感じたり、気分が沈むこと」に関する集計結果 

 

  

35.7

32.9

34.8

45.1

34.3

38.8

39.2

8.3

8.4

6.5

8.5

7.3

8.2

8.1

55.4

58.5

57.2

45.1

57.5

52.9

52.7

0.6

0.3

1.4

1.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

増えた 減った 変わらない 無回答
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●支援の利用状況等について 

支援の利用状況について、「(自分や友人の家以外で）夕ごはんを無料か安く食べることができ

る場所（子ども食堂など）」を「利用したことがある」と回答した割合は、全体では 10.0％であっ

たのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 13.8％、「中央

値の 2 分の 1 未満」の世帯では 12.2％、「ひとり親世帯」では 11.8％、「ひとり親世帯（母子家

庭）」では 13.5％となっており、収入の水準が低い世帯やひとり親世帯で「利用したことがある」

と回答した割合が高くなっている。また、「勉強を無料でみてくれる場所」を「利用したことがあ

る」と回答した割合は、全体では 9.3％であったのに対し、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の

1 以上中央値未満」の世帯では 8.0％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 13.4％、「ひとり親

世帯」では 16.5％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 18.9％となっており、収入の水準が低い世

帯やひとり親世帯で「利用したことがある」と回答した割合が高くなっている。 

利用率としては低くなっているが、「(自分や友人の家以外で）夕ごはんを無料か安く食べるこ

とができる場所（子ども食堂など）」で 34.7％、「勉強を無料でみてくれる場所」で 44.8％が「あ

れば利用したいと思う」と回答している。 

 

 

「(自分や友人の家以外で）夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂など）」

に関する集計結果 

 

  

10.0

6.8

13.8

12.2

9.6

11.8

13.5

34.7

37.2

30.4

35.4

34.6

32.9

35.1

21.3

23.0

19.2

18.3

21.0

17.6

17.6

30.4

29.4

32.2

30.5

30.4

36.5

32.4

3.6

3.5

4.3

3.7

4.3

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

利用したことがある

〈利用したことはない〉あれば利用したいと思う

〈利用したことはない〉今後も利用したいと思わない

〈利用したことはない〉今後利用したいかどうか分からない

無回答
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「勉強を無料でみてくれる場所」に関する集計結果 

 

 

 

  

9.3

8.6

8.0

13.4

8.1

16.5

18.9

44.8

47.3

41.3

43.9

46.0

40.0

41.9

23.3

23.5

24.6

19.5

23.6

18.8

17.6

19.2

17.2

22.5

23.2

19.1

23.5

20.3

3.3

3.3

3.6

3.3

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

利用したことがある

〈利用したことはない〉あれば利用したいと思う

〈利用したことはない〉今後も利用したいと思わない

〈利用したことはない〉今後利用したいかどうか分からない

無回答
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また、等価世帯収入水準が「中央値の 2分の 1未満」の世帯の保護者の支援制度（うち、「子ど

も食堂」、「子どもに勉強を無料で教えてくれる場所」、「フードバンク、フードパントリー」）を利

用していない理由として、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから」、「利用し

たいが、今までこの支援制度を知らなかったから」、「利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから」を足し合わせた割合が、「子ども食堂」で 57.5％、「子どもに勉強を無料で教

えてくれる場所」で 63.9％、「フードバンク、フードパントリー」で 67.1％といずれも高いこと

から、保護者だけでなく、子ども自身でも支援を見つけられ、選びやすくするような周知が重要

であると考えられる。 

 
保護者の「支援制度を利用していない理由」に関する集計結果 

（等価世帯収入が「中央値の 2 分の 1 未満」の場合） 

 

支援等の利用によって、「ほっとできる時間が増えた」、「友だちが増えた」、「勉強する時間が増

えた」、「勉強がわかるようになった」、「生活の中で楽しみなことが増えた」などの変化が認識さ

れている。今後も子どもの居場所等の支援の充実が重要であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「支援等の利用による変化」に関する集計結果  

44.8

26.5

41.2

14.9

12.0

11.8

6.9

25.3

18.8

5.7

12.0

7.1

9.2

10.8

2.4

1.1

3.6

1.2

2.3

3.5

20.7

20.5

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

f 子ども食堂（n=87）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=83）

h フードバンク、フードパントリー（n=85）

制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できないから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

13.6

5.8

12.0

15.7

5.2

13.1

13.6

3.1

35.1

24.1

0% 10% 20% 30% 40%

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答

全体（n=191）
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２．調査回答者の基本属性等 

２-１．保護者 

（１）子どもとの続柄 

保護者票問１ お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。お子さんからみた続柄でお答え

ください。（あてはまるもの１つに○） 

 

調査回答者の子どもからみた続柄は、「母親」が 89.7％、「父親」が 9.8％、「祖父母」が 0.1％、

「その他」が 0.4％となっている。 

 

 

（２）同居家族 

保護者票問２ お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の構成と人数をお答えください。単身赴

任中の方がいる場合や学業のために世帯を離れているお子さんがいる場合には、ご家族の人数に含めて教

えてください。（a～h それぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

子どもと同居し、生計を同一にしている家族の人数は、「４人」が 42.1％、「５人」が 26.3％、

「３人」が 13.6％となっている。 

 

 

 

   

  

母親

89.7%

父親

9.8%

祖父母

0.1%
その他

0.4%

全体（n=848）

２人

2.7%

３人

13.6%

４人

42.1%

５人

26.3%

６人

9.0%

７人

3.9%

８人以上

0.8%

無回答

1.7%

全体（n=848）

いない １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

a) 祖母 77.0% 14.6% 0.8% 7.5%

b) 祖父 80.4% 9.4% 0.7% 9.4%

c) 母親 1.5% 98.1% 0.4%

d) 父親 10.1% 87.9% 2.0%

e) 姉・兄 30.1% 40.8% 12.5% 1.4% 0.1% 15.1%

f) 妹・弟 32.0% 33.3% 10.3% 1.3% 0.1% 23.1%

g) その他 42.8% 1.5% 0.4% 0.0% 0.1% 55.2%
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（３）親の年齢 

保護者票問３ お子さんの親の現在の年齢についてお答えください。（母親・父親それぞれについて数字

で回答、いない場合やわからない場合は「-」と記入） 

 

親の年齢に関し、「母親」については、「30 歳代」が 15.4％、「40 歳代」が 64.7％、「50 歳代」

が 17.0％、「60歳代以上」が 0.4％となっている。 

「父親」については、「20歳代以下」が 0.1％、「30歳代」が 7.2％、「40歳代」が 54.4％、「50

歳代」が 27.6％、「60歳代以上」が 1.7％となっている。 

 

 

 

（４）単身赴任中の家族の有無 

保護者票問４ お子さんのご家族のうち、現在単身赴任中の方はいらっしゃいますか。（１～３について

は、あてはまるものすべてに○） 

 

単身赴任中の家族の有無は、「お子さんの父親が単身赴任中」が 4.6％となっており、9 割以上

は単身赴任中の家族はいない。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

0.1

15.4

7.2

64.7

54.4

17.0

27.6

0.4

1.7

2.5

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親（n=848）

父親（n=848）

20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上 いない・無回答

4.6

0.0

1.8

92.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お子さんの父親が単身赴任中

お子さんの母親が単身赴任中

その他

単身赴任中の者はいない

無回答 全体（n=848）
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（５）親の婚姻状況 

保護者票問５ お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。（あてはまる

もの１つに○） 

 

親の婚姻状況は、「結婚している（再婚や事実婚を含む。）」が 87.5％、「離婚」が 9.3％、「死別」

が 1.2％、「未婚」が 0.1％となっている。 

 

 

 

 親の婚姻状況の結果と同居家族の構成により、「ふたり親世帯」、「ひとり親世帯」であると考

えられる割合を算出した。※ 

 「ひとり親世帯」は 11.0％となっている。「ひとり親世帯」のうち 9割弱が母子家庭となって

いる。 

 

  

結婚している

（再婚や事実婚

を含む。）

87.5%

離婚

9.3%

死別

1.2%

未婚

0.1%

いない

1.3%
無回答

0.6%

全体（n=848）

85.8 11.0 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

ふたり親世帯 ひとり親世帯 その他・不明

ひとり親世帯

（母子家庭）

87.1%

ひとり親世帯

（父子家庭）

12.9%

全体（n=93）

※「ふたり親世帯」と考えられる世帯とは、婚姻状況を「結婚している」と回

答し、「家族の構成と人数」で父母ともに「１人（いる）」と回答したもの、

「ひとり親世帯」と考えられる世帯とは、婚姻状況を「離婚や死別、未婚」

と回答し、「家族の構成と人数」で父母どちらかを「いない」と回答したもの

である。 

なお、「婚姻状況」と「家族の構成と人数」が異なる場合（例：父母のどち

らかを「いない」としているが婚姻状況は「結婚している」と回答している

場合、父母ともに「１人（いる）」としているが婚姻状況は「離婚や死別、

未婚」と回答がある場合）は、明確に判断できないため不明扱いとしている。

そのため、単純に、「結婚している」と回答がある世帯を「ふたり親世帯」、

「離婚や死別、未婚」と回答のある世帯を「ひとり親世帯」としていないこ

とに注意。 

ひとり親世帯の内訳 
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（６）世帯全体の年間収入 

保護者票問 19 世帯全体のおおよその年間収入(税込)はいくらですか。（あてはまるもの１つに○） 

 

世帯全員のおおよその年間収入（税込）については、「500～600 万円未満」が 13.7％で最も割

合が高く、次いで「1000万円以上」が 12.7％、「600～700万円未満」が 11.1％、「700～800万円

未満」が 10.6％となっている。 

 

 
 
 

収入が 1000 万円を超える世帯の割合が 1 割超と高くなっている一方で、「300 万円未満」に該

当する割合も約 1 割となっており、収入の水準が低い世帯があることも把握される。本報告書に

おいては、世帯の年間収入の水準について、「子供と同居し、生計を同一にしている家族の人数」

の情報も踏まえて下記のような処理をし、「等価世帯収入」による分類を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.4

0.5

2.0

2.4

1.9

3.5

3.7

5.8

4.6

8.4

13.7

11.1

10.6

8.0

8.7

12.7

2.1

0% 5% 10% 15% 20%

50万円未満

50～100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～250万円未満

250～300万円未満

300～350万円未満

350～400万円未満

400～450万円未満

450～500万円未満

500～600万円未満

600～700万円未満

700～800万円未満

800～900万円未満

900～1000万円未満

1000万円以上

無回答 全体（n=848）

〇年間収入に関する回答の各選択肢の中央値をその世帯の収入の値とする（例えば、「50 万円未

満」であれば 25 万円、「50～100 万円未満」であれば 75 万円とする。なお、「1000 万円以上」は

1050 万円とする。） 

〇上記の値を、保護者票問 2 で把握される同居家族の人数の平方根をとったもので除す。※ 

〇上記の方法で算出した値（等価世帯収入）の中央値を求め、さらに、その 2 分の 1 未満であるか

否かで分類する。 

 

※生活水準を考えた場合、世帯人員が少ない方が生活コストが割高になることを考慮する必要が

あるため、世帯人員の違いを調整するにあたって「同居家族の人数の平方根」を用いている。 

【例】年収 800 万円の４人世帯と、年収 200 万円の１人世帯では、どちらも１人当たりの年収は

200 万円となるが、両者の生活水準が同じ程度とは言えない。光熱水費等の世帯人員共通の生活

コストは、世帯人員が多くなるにつれて割安になる傾向がある。 



48 

 

 

分類の結果、等価世帯収入の水準が「中央値以上」に該当するのは 50.4％、「中央値の 2分の 1

以上中央値未満」に該当するのは 35.6％、「中央値の 2 分の 1 未満」に該当するのは 10.5％であ

った。 

世帯の状況別に等価世帯収入の水準をみると、等価世帯収入の水準が「中央値の 2分の 1未満」

に該当する割合は、「ひとり親世帯」では 48.4％となっており、「ふたり親世帯」と比べて高くな

っている。また、「中央値の 2 分の 1 未満」に該当する割合は、「母子家庭」では、53.1％となっ

ている。  

母親・父親の学歴の状況別にみると、母親・父親ともに、学歴が高いほど等価世帯収入の水準

が「中央値の 2 分の 1 未満」に該当する割合は低くなっている。母親・父親の学歴の組み合わせ

でみた場合には、等価世帯収入の水準が「中央値の 2分の 1未満」に該当する割合は、「父母のい

ずれかが、大学またはそれ以上」の場合には 6.4％、「その他（不明等を含む）」の場合には 13.8％、

「父母のいずれも、大学またはそれ以上」の場合は該当なしとなっている。  

また、家庭での使用言語の状況（日本語以外の言語使用の状況）別にみると、「日本語以外の言

語も使用しているが、日本語の方が多い」又は「日本語以外の言語を使うことが多い」に該当す

る世帯では、等価世帯収入の水準が「中央値の 2分の 1未満」である割合は 13.6％で、「日本語の

みを使用している」世帯と比べてやや高くなっている。 

 

 

 

50.4

56.2

9.7

8.6

35.6

34.8

38.7

34.6

10.5

5.9

48.4

53.1

3.5

3.2

3.2

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

中央値以上 中央値の2分の1以上中央値未満

中央値の2分の1未満 判定不可
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15.4

42.5

51.3

72.9

16.7

40.6

47.4

44.4

69.7

9.0

82.6

61.5

40.8

50.6

50.0

61.5

39.3

35.4

22.5

50.0

40.6

41.0

44.4

23.0

34.3

16.3

28.0

41.7

36.0

27.3

19.2

14.3

9.8

3.1

16.7

18.8

8.4

8.4

3.8

47.8

6.4

13.8

10.3

13.6

3.8

4.0

3.5

1.6

16.7

3.2

2.8

3.4

9.0

1.2

4.1

3.7

3.2

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜母親の最終学歴＞

中学まで（n=26）

高校まで（n=252）

短大、高等専門学校、専門学校まで

（n=429）

大学またはそれ以上（n=129）

いない、わからない、無回答（n=12）

＜父親の最終学歴＞

中学まで（n=32）

高校まで（n=310）

短大、高等専門学校、専門学校まで

（n=178）

大学またはそれ以上（n=261）

いない、わからない、無回答（n=67）

＜母親・父親の最終学歴＞

父母のいずれも、大学またはそれ以上

（n=86）

父母のいずれかが、大学またはそれ

以上（n=218）

その他（不明等を含む）（n=544）

＜日本語以外の言語使用の状況＞

「日本語のみを使用している」（n=815）

「日本語以外の言語も使用している

が、日本語の方が多い」又は「日本語

以外の言語を使うことが多い」（n=22）

中央値以上 中央値の2分の1以上中央値未満

中央値の2分の1未満 判定不可
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（７）日本語以外の言語を使用 

保護者票問７ ご家庭ではどれくらい、日本語以外の言語を使用していますか。（あてはまるもの１つに

○） 

 

家庭での使用言語について、「日本語のみを使用している」が 96.1％、「日本語以外の言語も使

用しているが、日本語の方が多い」が 2.1％、「日本語以外の言語を使うことが多い」が 0.5％と

なっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「日本語のみを使用している」の割合は、「中央値の 2 分の 1 未

満」の世帯で他の世帯と比べて低くなっている。 

世帯の状況別にみると、「日本語のみを使用している」の割合は、「ひとり親世帯」で「ふたり

親世帯」と比べて低くなっている。 

 

 

 
 

 

  

96.1

96.5

97.0

94.4

96.4

92.5

93.8

2.1

2.1

1.7

2.2

2.2

2.2

1.2

0.5

0.5

0.3

1.1

0.3

2.2

2.5

1.3

0.9

1.0

2.2

1.1

3.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

日本語のみを使用している

日本語以外の言語も使用しているが、日本語の方が多い

日本語以外の言語を使うことが多い

無回答
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（８）親の最終学歴 

保護者票問８ お子さんの親の最終学歴（卒業した学校）をお答えください。（a,b それぞれについて、あ

てはまるものひとつに○） 

 

親の最終学歴（卒業した学校）に関し、「母親」については、「短大、高等専門学校、専門学校ま

で」が 50.6％、「高校まで」が 9.8％、「大学またはそれ以上」が 15.2％となっている。 

「父親」については、「高校まで」が 36.6％、「大学またはそれ以上」が 30.8％、「短大、高等

専門学校、専門学校まで」が 21.0％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、母親、父親ともに「大学またはそれ以上」の割合は「中央値の 2

分の 1未満」の世帯で最も低くなっている。 

世帯の状況別にみると、母親、父親ともに「大学またはそれ以上」の割合は「ひとり親世帯」で

低くなっている。 

 

a) 母親の最終学歴 

 

 

  

3.1

0.9

5.3

5.6

2.3

9.9

29.7

25.1

32.8

40.4

28.6

35.8

50.6

51.5

50.3

47.2

51.9

46.9

15.2

22.0

9.6

4.5

16.3

7.4

0.7

1.7

1.1

0.3

0.7

0.5

0.3

1.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

中学まで 高校まで

短大、高等専門学校、専門学校まで 大学またはそれ以上

いない、わからない 無回答
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b) 父親の最終学歴 

 

 

 

 

  

3.8

3.0

4.3

6.7

3.8

36.6

34.4

42.1

29.2

39.7

50.0

21.0

18.5

26.2

16.9

21.2

50.0

30.8

42.6

19.9

11.2

34.3

2.4

0.5

2.6

11.2

0.3

5.5

0.9

5.0

24.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（父子家庭）（n=12）

中学まで 高校まで

短大、高等専門学校、専門学校まで 大学またはそれ以上

いない、わからない 無回答
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２-２．子ども 

（１）性別 

中学生票問１ あなたの性別を教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

 

子どもの性別は、「男」が 50.2％、「女」が 47.7％、「その他・答えたくない」が 2.1％となって

いる。 

 

 

 

  

男

50.2%
女

47.7%

その他・答えたくない

2.1%

全体（n=998）
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３．分析結果 

３-１．保護者の生活状況 

３-１-１．暮らし状況、経済的な状況 

（１）暮らしの状況 

保護者票問 18 あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

現在の暮らしの状況をどのように感じているかについては、「大変ゆとりがある」が 3.1％、「ゆ

とりがある」が 11.2％、「ふつう」は 57.9％となっており、合わせた割合は 72.2％となっている。

他方で、「苦しい」が 22.9％、「大変苦しい」が 5.0％となっており、合わせた割合は 27.8％とな

っている。 

等価世帯収入水準別にみると、「苦しい」と「大変苦しい」を合わせた割合は、「中央値以上」の

世帯では 14.8％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 33.8％、「中央値の 2分の 1未

満」の世帯では 65.2％となっている。 

世帯の状況別にみると、「苦しい」と「大変苦しい」を合わせた割合は、「ふたり親世帯」では

24.6％、「ひとり親世帯」では 54.8％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 58.0％となっている。 

 

 

 

  

3.1

5.2

1.3

3.2

2.2

2.5

11.2

18.5

4.0

2.2

12.0

3.2

2.5

57.9

61.6

60.9

32.6

60.3

39.8

37.0

22.9

13.6

27.2

48.3

21.0

38.7

40.7

5.0

1.2

6.6

16.9

3.6

16.1

17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答
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（２）食料が買えなかった経験 

保護者票問 20 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えな

いことがありましたか。ただし、嗜好品は含みません。（あてはまるもの１つに○） 

 

過去１年の間に必要とする食料が買えなかった経験があったかについては、「よくあった」が

1.2％、「ときどきあった」が 4.0％、「まれにあった」が 7.5％となっており、合わせた割合は 12.7％

となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「よくあった」、「ときどきあった」、「まれにあった」を合わせた

割合は、「中央値以上」の世帯では 5.9％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 15.6％、

「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 33.7％となっている。 

世帯の状況別にみると、「よくあった」、「ときどきあった」、「まれにあった」を合わせた割合は、

「ふたり親世帯」では 11.0％、「ひとり親世帯」では 28.0％となっている。 

 

 

 

  

1.2

0.2

1.3

4.5

0.7

4.3

3.7

4.0

1.4

5.3

12.4

3.4

9.7

11.1

7.5

4.2

8.9

16.9

6.9

14.0

16.0

86.9

93.9

84.4

65.2

88.7

72.0

69.1

0.4

0.2

1.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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（３）衣服が買えなかった経験 

保護者票問 21 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えな

いことがありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません。（あてはまるもの１つに○） 

 

過去１年の間に必要とする衣服が買えなかった経験があったかについては、「よくあった」が

1.9％、「ときどきあった」が 4.7％、「まれにあった」が 9.1％となっており、合わせた割合は 15.7％

となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「よくあった」、「ときどきあった」、「まれにあった」を合わせた

割合は、「中央値以上」の世帯では 6.1％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 20.2％、

「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 42.7％となっている。 

世帯の状況別にみると、「よくあった」、「ときどきあった」、「まれにあった」を合わせた割合は、

「ふたり親世帯」では 13.7％、「ひとり親世帯」では 32.3％となっている。 

 

 

 

  

1.9

0.7

3.0

3.4

1.4

5.4

4.9

4.7

1.2

6.6

15.7

4.3

9.7

9.9

9.1

4.2

10.6

23.6

8.1

17.2

19.8

84.1

93.7

79.8

57.3

86.1

67.7

65.4

0.2

0.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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（４）生理用品が買えなかった経験 

保護者票問 22 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする生理用品が買

えないことがありましたか。（あてはまるもの１つに○） 

 

過去１年の間に必要とする生理用品が買えなかった経験があったかについては、「よくあった」

が 0.4％、「ときどきあった」が 0.8％、「まれにあった」が 2.2％となっており、合わせた割合は

3.4％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「よくあった」、「ときどきあった」、「まれにあった」を合わせた

割合は、「中央値以上」の世帯では 0.9％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 4.6％、

「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 11.2％となっている。 

世帯の状況別にみると、「よくあった」、「ときどきあった」、「まれにあった」を合わせた割合は、

「ふたり親世帯」では 2.2％、「ひとり親世帯」では 12.9％となっている。 

 

 

 

  

0.9

0.5

1.7

1.1

1.0

0.4

0.7

0.3

1.1

1.2

0.8

0.5

1.0

2.2

0.5

3.2

3.7

2.2

0.5

3.0

9.0

1.4

8.6

9.9

95.3

98.4

93.4

87.6

96.6

87.1

85.2

0.4

0.2

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

買う必要がない（世帯に女性がいない等） よくあった

ときどきあった まれにあった

まったくなかった 無回答
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（５）公共料金における未払いの経験 

保護者票問 23 あなたの世帯では、過去１年の間に、以下の料金について、経済的な理由で未払いになっ

たことがありましたか。（１～３については、あてはまるものすべてに○） 

 

過去１年の間に「電気料金」、「ガス料金」、「水道料金」について経済的な理由で未払いになっ

たことがあるかについて、「あった」（該当）の割合は、「電気料金」が 2.6％、「ガス料金」が 1.8％、

「水道料金」が 2.4％となっている。また、いずれか１つ以上該当する割合は 3.9％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、いずれの割合も「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯で最も高く、

「電気料金」が 9.0％、「ガス料金」が 6.7％、「水道料金」が 7.9％となっている。いずれか１つ

以上該当する割合は、「中央値以上」の世帯では 1.2％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世

帯では 6.3％、「中央値の 2 分の 1未満」の世帯では 10.1％となっている。 

世帯の状況別にみると、いずれの割合も「ひとり親世帯」で高く、「電気料金」が 9.7％、「ガス

料金」が 7.5％、「水道料金」が 9.7％となっている。いずれか１つ以上該当する割合は、「ふたり

親世帯」では 2.6％、「ひとり親世帯」では 12.9％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 14.8％とな

っている。 

 

 

 
  

2.6

1.8

2.4

3.9

95.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気料金

ガス料金

水道料金

いずれか１つ以上該当

あてはまるものはない

無回答 全体（n=848）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

  

0.9

0.5

0.5

1.2

98.6

0.2

3.3

2.3

3.6

6.3

93.7

0.0

9.0

6.7

7.9

10.1

89.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気料金

ガス料金

水道料金

いずれか１つ以上該当

あてはまるものはない

無回答

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

1.6

1.0

1.5

2.6

97.3

0.1

9.7

7.5

9.7

12.9

87.1

0.0

11.1

8.6

11.1

14.8

85.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気料金

ガス料金

水道料金

いずれか１つ以上該当

あてはまるものはない

無回答

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）
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（６）養育費の取り決めの有無 

保護者票問６ 前問で「２ 離婚」を選んだ場合、離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしていますか。

また養育費を現在受け取っていますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

養育費の取り決めについて、「取り決めをしており、受け取っている」が 31.6％、「特に取り決

めはしていないが、受け取っている」が 2.5％、「取り決めをしているが、受け取っていない」が

22.8％、「取り決めをしておらず、受け取っていない」が 41.8％となっている。「受け取っていな

い」割合は合わせると 64.6％となっている。 

 

 
 

 

  

31.6

33.3

44.4

25.0

32.5

34.3

14.3

2.5

3.7

2.5

2.6

2.9

22.8

44.4

11.1

25.0

22.1

22.9

14.3

41.8

22.2

40.7

47.5

41.6

38.6

71.4

1.3

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=79）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=9）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=27）

中央値の2分の1未満（n=40）

＜世帯＞

ひとり親世帯（n=77）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=70）

ひとり親世帯（父子家庭）（n=7）

取り決めをしており、受け取っている 特に取り決めはしていないが、受け取っている

取り決めをしているが、受け取っていない 取り決めをしておらず、受け取っていない

無回答
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３-１-２．就労状況 

（１）保護者の就労状況 

保護者票問９ お子さんの親の就労状況について、あてはまるものを回答してください。（a,b それぞれに

ついて、あてはまるもの１つに○） 

 

就労状況に関し、「母親」については、「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」が 42.7％、

次いで「正社員・正規職員・会社役員」が 32.3％、「働いていない（専業主婦／主夫を含む。）」が

8.5％となっている。 

「父親」については、「正社員・正規職員・会社役員」が 78.4％、次いで「自営業(家族従業者、

内職、自由業、フリーランスを含む。)」が 12.0％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、母親、父親ともに「正社員・正規職員・会社役員」の割合は「中

央値の 2分の 1未満」の世帯で最も低くなっている。 

世帯の状況別にみると、「正社員・正規職員・会社役員」の割合は、「母親」では「ふたり親世

帯」より「ひとり親世帯」で高く、一方、「父親」では「ひとり親世帯」で低くなっている。 

 

a) 母親 

 

 

  

32.3

44.7

22.2

10.1

31.7

44.4

6.6

6.6

5.0

14.6

5.6

13.6

42.7

35.1

50.3

47.2

44.4

34.6

7.9

5.6

9.9

11.2

8.4

2.5

8.5

7.3

10.3

10.1

9.1

3.7

0.1

1.1

0.1

0.9

0.2

2.0

1.1

0.9

0.5

0.3

4.5

0.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主婦／主夫を含む。）

わからない

いない

無回答
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b) 父親 

 

 

 

 

  

78.4

89.9

76.5

32.6

85.6

66.7

0.6

0.2

1.0

1.1

0.5

0.7

0.2

0.3

4.5

0.7

8.3

12.0

8.4

14.2

19.1

12.2

25.0

0.4

0.7

1.1

0.4

0.9

0.2

1.0

4.5

5.8

0.9

5.6

31.5

1.2

0.7

5.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（父子家庭）（n=12）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主婦／主夫を含む。）

わからない

いない

無回答
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（２）働いていない理由 

保護者票問 10 前の質問で「５ 働いていない」と答えた場合、働いていない最も主な理由を教えてくだ

さい。(a,b それぞれについて、あてはまるもの１つに○) 

 

働いていない最も主な理由として、「母親」については、「子育てを優先したいため」が 43.1％、

次いで「自分の病気や障害のため」が 19.4％となっている。 

 

「父親」についてと等価世帯収入水準別、世帯の状況別の結果は該当者数が少ないため、グラ

フのみの掲載とする。 

 

a) 母親 

 

 

 

b) 父親 

 

 

 

  

12.5

9.7

9.7

33.3

12.1

33.3

43.1

58.1

29.0

33.3

45.5

9.7

12.9

6.5

11.1

9.1

33.3

19.4

6.5

35.5

11.1

18.2

33.3

15.3

12.9

19.4

11.1

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=72）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=31）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=31）

中央値の2分の1未満（n=9）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=66）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=3）

働きたいが、希望する条件の仕事がないため 子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため 自分の病気や障害のため

通学しているため その他の理由

無回答

33.3 33.3 33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=3）

働きたいが、希望する条件の仕事がないため 子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため 自分の病気や障害のため

通学しているため その他の理由

無回答
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３-１-３．保育の状況 

（１）子どもが０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等 

保護者票問 11 お子さんが０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いも

の）をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

 

子どもが０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なものとしては、「もっぱら親・

親族が面倒を見ていた」が 51.1％、次いで「認可保育所・認定こども園」が 42.5％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では、「もっぱら親・親族が面

倒を見ていた」が 59.6％で他の世帯と比べて高く、「認可保育所・認定こども園」の割合は 32.6％

と低くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では「ふたり親世帯」に比べて、「もっぱら親・親族が

面倒を見ていた」の割合がやや低くなっている。 

 

 

 

  

42.5

47.8

37.1

32.6

42.6

43.0

42.0

2.5

3.3

1.3

3.4

2.2

5.4

6.2

3.2

2.8

3.6

3.4

3.0

3.2

3.7

51.1

45.4

57.0

59.6

51.5

47.3

46.9

0.6

0.5

0.7

1.1

0.4

1.1

1.2

0.2

0.2

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人 もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他 無回答
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（２）子どもが３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等 

保護者票問 12 お子さんが３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いも

の）をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

 

子どもが３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なものとしては、「幼稚園・認可

保育所・認定こども園」が 96.3％と 9割以上なっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では「ふたり親世帯」に比べて、「幼稚園・認可保育

所・認定こども園」の割合がやや低く、「その他の教育・保育等の施設」が 5.4％とやや高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※等価世帯収入水準別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。 

※世帯の状況別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  

96.3

96.5

96.7

95.5

97.0

92.5

92.6

2.4

2.8

1.7

3.4

2.1

5.4

6.2

0.1

0.2

0.1

1.2

0.5

1.7

1.1

0.8

2.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

幼稚園・認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人 もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他 無回答
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３-１-４．子どもとの関わり方 

保護者票問 13 あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまりますか。

（a～e それぞれについて、あてはまるもの 1 つに○） 

 

a) テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている 

 

テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めているかについて、「あてはま

る」が 23.1％、「どちらかといえば、あてはまる」が 40.4％となっており、合わせた割合は 63.6％

となっている。他方で、「どちらかといえば、あてはまらない」が 21.7％、「あてはまらない」が

13.8％となっており、合わせた割合は 35.5％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「どちらかといえば、あてはまらない」と「あてはまらない」を

合わせた割合は、「中央値以上」の世帯では 35.6％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯

では 35.8％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 33.7％となっている。 

世帯の状況別にみると、「どちらかといえば、あてはまらない」と「あてはまらない」を合わせ

た割合は、「ふたり親世帯」では 34.6％、「ひとり親世帯」では 40.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※等価世帯収入水準別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  

23.1

25.3

18.9

29.2

22.8

24.7

23.5

40.4

38.9

44.0

36.0

42.0

31.2

32.1

21.7

22.7

19.5

23.6

21.3

23.7

22.2

13.8

12.9

16.2

10.1

13.3

17.2

18.5

0.9

0.2

1.3

1.1

0.5

3.2

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答
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b) お子さんに本や新聞を読むように勧めている 

 

お子さんに本や新聞を読むように勧めているかについて、「あてはまる」が 17.9％、「どちらか

といえば、あてはまる」が 36.0％となっており、合わせた割合は 53.9％となっている。他方で、

「どちらかといえば、あてはまらない」が 26.8％、「あてはまらない」が 18.0％となっており、

合わせた割合は 44.8％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「どちらかといえば、あてはまらない」と「あてはまらない」を

合わせた割合は、「中央値以上」の世帯では 41.5％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯

では 49.0％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 48.3％となっている。 

世帯の状況別にみると、「どちらかといえば、あてはまらない」と「あてはまらない」を合わせ

た割合は、「ふたり親世帯」では 43.4％、「ひとり親世帯」では 53.8％となっている。 

 

 

 

  

17.9

19.2

15.9

19.1

18.1

15.1

16.0

36.0

38.6

33.8

31.5

37.4

29.0

32.1

26.8

28.3

26.2

23.6

26.6

24.7

22.2

18.0

13.1

22.8

24.7

16.8

29.0

28.4

1.3

0.7

1.3

1.1

1.1

2.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答
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c) お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた 

 

お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていたかについて、「あてはまる」が 39.4％、「ど

ちらかといえば、あてはまる」が 37.9％となっており、合わせた割合は 77.2％となっている。他

方で、「どちらかといえば、あてはまらない」が 17.3％、「あてはまらない」が 4.1％となってお

り、合わせた割合は 21.5％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「どちらかといえば、あてはまらない」と「あてはまらない」を

合わせた割合は、「中央値以上」の世帯では 19.0％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯

では 24.5％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 24.7％となっている。 

世帯の状況別にみると、「どちらかといえば、あてはまらない」と「あてはまらない」を合わせ

た割合は、「ふたり親世帯」では 21.0％、「ひとり親世帯」では 23.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※世帯の状況別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  

39.4

42.6

35.4

41.6

39.8

36.6

38.3

37.9

37.2

39.1

31.5

37.8

38.7

39.5

17.3

15.7

20.5

14.6

17.9

14.0

13.6

4.1

3.3

4.0

10.1

3.2

9.7

7.4

1.3

1.2

1.0

2.2

1.4

1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答



69 

 

 

d) お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる 

 

お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれるかについて、「あてはまる」が 41.5％、

「どちらかといえば、あてはまる」が 35.5％となっており、合わせた割合は 77.0％となっている。

他方で、「どちらかといえば、あてはまらない」が 14.9％、「あてはまらない」が 6.7％となって

おり、合わせた割合は 21.6％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「どちらかといえば、あてはまらない」と「あてはまらない」を

合わせた割合は、「中央値以上」の世帯では 21.8％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯

では 21.9％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 18.0％となっている。 

世帯の状況別にみると、「どちらかといえば、あてはまらない」と「あてはまらない」を合わせ

た割合は、「ふたり親世帯」では 21.0％、「ひとり親世帯」では 22.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※等価世帯収入水準別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。 

※世帯の状況別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  

41.5

45.2

36.8

42.7

41.5

44.1

46.9

35.5

31.6

40.7

34.8

36.1

31.2

32.1

14.9

15.9

13.6

12.4

14.7

16.1

14.8

6.7

5.9

8.3

5.6

6.3

6.5

3.7

1.4

1.4

0.7

4.5

1.4

2.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答
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e) お子さんと、よく会話をする 

 

お子さんと、よく会話をするかについて、「あてはまる」が 63.4％、「どちらかといえば、あて

はまる」が 29.6％となっており、合わせた割合は 93.0％となっている。他方で、「どちらかとい

えば、あてはまらない」が 5.2％、「あてはまらない」が 0.8％となっており、合わせた割合は 6.0％

となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「どちらかといえば、あてはまらない」と「あてはまらない」を

合わせた割合は、「中央値以上」の世帯では 5.6％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯で

は 7.0％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 4.5％となっている。 

世帯の状況別にみると、「どちらかといえば、あてはまらない」と「あてはまらない」を合わせ

た割合は、「ふたり親世帯」では 5.9％、「ひとり親世帯」では 5.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※等価世帯収入水準別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。 

※世帯の状況別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  

63.4

64.6

59.9

67.4

63.7

65.6

69.1

29.6

29.5

31.5

25.8

29.5

28.0

27.2

5.2

4.9

6.0

3.4

5.4

3.2

2.5

0.8

0.7

1.0

1.1

0.5

2.2

0.9

0.2

1.7

2.2

0.8

1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答
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３-１-５．学校等との関わり・参加 

保護者票問 14 あなたは、次のようなことをどの程度していますか。（a,b それぞれについて、あてはま

るもの１つに○） 

 

a) 授業参観や運動会などの学校行事への参加 

 

授業参観や運動会などの学校行事への参加について、「よく参加している」が 75.5％、「ときど

き参加している」が 19.2％となっており、合わせた割合は 94.7％となっている。他方で、「あま

り参加していない」が 3.4％、「まったく参加していない」が 0.4％となっており、合わせた割合

は 3.8％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「よく参加している」と「ときどき参加している」を合わせた割

合は、「中央値以上」の世帯では 96.0％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 93.4％、

「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 96.6％となっている。 

世帯の状況別にみると、「よく参加している」と「ときどき参加している」を合わせた割合は、

「ふたり親世帯」では 95.6％、「ひとり親世帯」では 88.2％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では

91.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

※等価世帯収入水準別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  

75.5

76.1

75.5

73.0

76.8

63.4

66.7

19.2

19.9

17.9

23.6

18.8

24.7

24.7

3.4

2.3

4.6

2.2

3.0

7.5

3.7

0.4

0.2

0.3

1.1

2.2

2.5

1.5

1.4

1.7

1.4

2.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

よく参加している ときどき参加している

あまり参加していない まったく参加していない

無回答
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b) ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加 

 

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加について、「よく参加し

ている」が 30.2％、「ときどき参加している」が 39.3％となっており、合わせた割合は 69.5％と

なっている。他方で、「あまり参加していない」が 22.2％、「まったく参加していない」が 7.1％

となっており、合わせた割合は 29.2％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「よく参加している」と「ときどき参加している」を合わせた割

合は、「中央値以上」の世帯では 71.7％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 68.5％、

「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 62.9％となっている。 

世帯の状況別にみると、「よく参加している」と「ときどき参加している」を合わせた割合は、

「ふたり親世帯」では 70.9％、「ひとり親世帯」では 55.9％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では

60.5％となっている。 

 

 

 

  

30.2

30.9

30.1

31.5

30.9

22.6

23.5

39.3

40.7

38.4

31.5

40.0

33.3

37.0

22.2

22.7

20.5

21.3

21.3

30.1

25.9

7.1

4.9

8.3

15.7

6.5

12.9

12.3

1.3

0.7

2.6

1.4

1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

よく参加している ときどき参加している

あまり参加していない まったく参加していない

無回答
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３-１-６．進学期待・展望 

（１）子どもの進学段階に関する希望・展望 

保護者票問 15 お子さんは将来、現実的に見てどの段階まで進学すると思いますか。（あてはまるものひ

とつに○） 

 

子どもが将来どの段階まで進学すると思うかについては、「大学またはそれ以上」が 45.6％、次

いで「短大、高等専門学校、専門学校まで」が 23.7％、「まだわからない」が 18.2％、「高校まで」

が 12.3％、「中学まで」が 0.1％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「大学またはそれ以上」の割合は、「中央値以上」の世帯では 56.4％、

「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 36.4％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では

28.1％となっており、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では「高校まで」の割合が 23.6％で他の世

帯と比べて高くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では「ふたり親世帯」に比べて、「大学またはそれ以

上」の割合が低く、「高校生まで」の割合が高くなっている。 

 

※等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の場合の母親・父親の学歴状況別 

（回答数が少ないためグラフのみの掲載とする） 

  

0.1

1.1

1.1

12.3

7.0

15.2

23.6

10.7

21.5

21.0

23.7

20.8

26.5

30.3

23.4

29.0

30.9

45.6

56.4

36.4

28.1

47.7

30.1

30.9

18.2

15.7

21.9

16.9

18.1

18.3

17.3

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

中学まで 高校まで

短大、高等専門学校、専門学校まで 大学またはそれ以上

まだわからない 無回答

1.3

14.3

25.3

14.3

33.3

71.4

20.0 20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母のいずれかが、大学または

それ以上（n=14）

その他（不明等を含む）（n=75）

中学まで 高校まで

短大、高等専門学校、専門学校まで 大学またはそれ以上

まだわからない
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（２）進学段階に関する希望・展望についてそう考える理由 

保護者票問 16 前問で１～４と答えた場合、その理由は何ですか。（１～５については、あてはまるもの

すべてに○） 

 

子どもの進学段階に関する希望・展望について保護者がそう考える理由としては、「お子さんが

そう希望しているから」が 58.4％、次いで「お子さんの学力から考えて」が 28.9％、「一般的な

進路だと思うから」が 24.1％となっている。 

子どもの進学段階に関する希望・展望の回答別にみると、「高校まで」と回答した場合では、「お

子さんの学力から考えて」が 41.3％、「家庭の経済的な状況から考えて」が 19.2％となっており、

「短大、高等専門学校、専門学校まで」や「大学またはそれ以上」と回答した場合と比べて高く

なっている。 

等価世帯収入水準別、世帯の状況別ではどの世帯でも、「お子さんがそう希望しているから」の

割合が半数以上を占める結果となっている。 

「高校まで」と回答した場合の理由を等価世帯収入の水準別にみると、「中央値の 2分の 1以上

中央値未満」の世帯では、「家庭の経済的な状況から考えて」や「一般的な進路だと思うから」の

回答割合が他の世帯と比べて高くなっている。 

また、「高校まで」と回答した場合の理由を世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯（母子家庭）」

では、「家庭の経済的な状況から考えて」の回答割合が高くなっている。 

 

 
 

  

58.4

24.1

28.9

8.2

3.2

5.1

0.7

43.3

17.3

41.3

19.2

0.0

3.8

2.9

61.7

13.9

27.4

8.0

4.5

7.0

0.5

60.7

31.3

26.1

5.2

3.4

4.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

全体（n=693）

高校まで（n=104）

短大、高等専門学校、専門学校まで（n=201）

大学またはそれ以上（n=387）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

 

  

61.4

25.0

30.6

6.7

4.2

3.6

0.3

54.7

24.2

28.0

10.2

2.5

5.5

1.3

62.2

17.6

25.7

6.8

0.0

9.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

中央値以上（n=360）
中央値の2分の1以上中央値未満（n=236）
中央値の2分の1未満（n=74）

59.2

24.9

29.6

7.9

3.2

4.0

0.7

53.9

17.1

25.0

10.5

1.3

13.2

1.3

52.2

14.9

22.4

9.0

1.5

14.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

ふたり親世帯（n=595）
ひとり親世帯（n=76）
ひとり親世帯（母子家庭）（n=67）
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※進学段階に関する希望・展望について「高校まで」と考える理由 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

   

50.0

13.3

43.3

10.0

0.0

0.0

0.0

39.1

21.7

41.3

23.9

0.0

6.5

4.3

47.6

14.3

38.1

14.3

0.0

4.8

4.8

0% 20% 40% 60%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

中央値以上（n=30）
中央値の2分の1以上中央値未満（n=46）
中央値の2分の1未満（n=21）

41.0

17.9

47.4

19.2

0.0

2.6

2.6

45.0

15.0

25.0

20.0

0.0

10.0

5.0

47.1

5.9

23.5

23.5

0.0

11.8

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

ふたり親世帯（n=78）
ひとり親世帯（n=20）
ひとり親世帯（母子家庭）（n=17）
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３-１-７．頼れる人の有無・相手 

保護者票問 17 あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（a～c それぞれについて、１～３のあて

はまるもの１つに○）また、「１ 頼れる人がいる」場合、それはだれですか。（①～⑦のあてはまるものす

べてに○） 

 

a) 子育てに関する相談 

 

子育てに関する相談については、「頼れる人がいる」が 86.3％、「いない」が 8.5％、「そのこと

では人に頼らない」が 3.5％となっている。また、「頼れる人がいる」と回答した場合の相談相手

は、「家族・親族」が 94.5％、次いで「友人・知人」が 59.7％、「職場の人」が 24.6％となってい

る。 

等価世帯収入水準別にみると、頼れる人が「いない」と回答した割合は、「中央値以上」の世帯

では 6.1％、「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 10.3％、「中央値の 2 分の 1 未満」

の世帯では 14.6％となっている。また、「頼れる人がいる」と回答した場合の相談相手は、「中央

値の 2分の 1未満」の世帯では「家族・親族」の割合が 88.7％で他の世帯と比べてやや低く、「友

人・知人」の割合が 69.0％で高くなっている。 

世帯の状況別にみると、頼れる人が「いない」と回答した割合は、「ふたり親世帯」では 8.0％、

「ひとり親世帯」では 14.0％となっている。また、「頼れる人がいる」と回答した場合の相談相手

は、「ひとり親世帯」では「近所の人」と「職場の人」の割合が「ふたり親世帯」と比べて低くな

っている。 

 

 

 

 

  

86.3

90.4

83.8

79.8

87.0

78.5

82.7

8.5

6.1

10.3

14.6

8.0

14.0

12.3

3.5

2.3

4.6

4.5

3.4

5.4

3.7

1.7

1.2

1.3

1.1

1.6

2.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答
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※「頼れる人がいる」と回答した場合の相談相手 

 

 
 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

94.5

59.7

7.2

24.6

0.4

3.6

1.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無回答 全体（n=732）

94.3

60.1

7.3

27.5

0.5

3.4

2.3

1.0

97.2

58.5

7.5

19.8

0.4

3.6

0.8

0.4

88.7

69.0

7.0

26.8

0.0

5.6

4.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無回答

中央値以上（n=386）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=253）

中央値の2分の1未満（n=71）
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＜世帯＞ 

 

  

95.1

60.8

8.1

25.8

0.5

3.0

1.6

0.8

93.2

56.2

1.4

19.2

0.0

8.2

4.1

0.0

92.5

58.2

1.5

19.4

0.0

9.0

4.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無回答

ふたり親世帯（n=633）

ひとり親世帯（n=73）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=67）
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b) 重要な事柄の相談 

 

重要な事柄の相談については、「頼れる人がいる」が 86.0％、「いない」が 7.1％、「そのことで

は人に頼らない」が 4.4％となっている。また、「頼れる人がいる」と回答した場合の相談相手は、

「家族・親族」が 95.3％、次いで「友人・知人」が 39.6％、「職場の人」が 11.0％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、頼れる人が「いない」と回答した割合は、「中央値以上」の世帯

では 4.7％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 8.9％、「中央値の 2分の 1未満」の

世帯では 13.5％となっている。また、「頼れる人がいる」と回答した場合の相談相手は、「中央値

の 2 分の 1 未満」の世帯では「家族・親族」の割合が 88.7％で他の世帯と比べてやや低く、「友

人・知人」の割合が 49.3％で高くなっている。 

世帯の状況別にみると、頼れる人が「いない」と回答した割合は、「ふたり親世帯」では 6.5％、

「ひとり親世帯」では 14.0％となっている。また、「頼れる人がいる」と回答した場合の相談相手

は、「ひとり親世帯」では「家族・親族」の割合が「ふたり親世帯」と比べて低くなっている。 

 

 

 

 

  

86.0

88.5

84.4

79.8

86.7

77.4

79.0

7.1

4.7

8.9

13.5

6.5

14.0

13.6

4.4

4.7

4.3

4.5

4.3

6.5

6.2

2.6

2.1

2.3

2.2

2.6

2.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答
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※「頼れる人がいる」と回答した場合の相談相手 

 

 
 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

95.3

39.6

1.4

11.0

0.1

1.9

1.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無回答 全体（n=729）

95.2

41.0

1.6

11.1

0.0

2.4

1.3

0.8

97.3

36.5

0.8

9.8

0.4

1.2

0.8

0.0

88.7

49.3

2.8

14.1

0.0

2.8

2.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無回答

中央値以上（n=378）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=255）

中央値の2分の1未満（n=71）
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＜世帯＞ 

 

 

  

96.7

39.1

1.6

11.1

0.2

1.4

1.1

0.3

88.9

45.8

0.0

12.5

0.0

4.2

2.8

0.0

87.5

50.0

0.0

10.9

0.0

4.7

3.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無回答

ふたり親世帯（n=631）

ひとり親世帯（n=72）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=64）
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c) いざという時のお金の援助 

 

いざという時のお金の援助については、「頼れる人がいる」が 57.8％、「いない」が 15.9％、「そ

のことでは人に頼らない」が 22.5％となっている。また、「頼れる人がいる」と回答した場合の相

談相手は、「家族・親族」が 99.2％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、頼れる人が「いない」と回答した割合は、「中央値以上」の世帯

では 12.2％、「中央値の 2分の 1以上中央値未 

満」の世帯では 18.5％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 30.3％となっている。また、「頼

れる人がいる」と回答した場合の相談相手は、どの世帯でも「家族・親族」の割合が高くなって

いる。 

世帯の状況別にみると、頼れる人が「いない」と回答した割合は、「ふたり親世帯」では 14.4％、

「ひとり親世帯」では 31.2％となっている。また、「頼れる人がいる」と回答した場合の相談相手

は、「ひとり親世帯」、「ふたり親世帯」ともに「家族・親族」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

  

57.8

58.3

55.6

57.3

58.7

49.5

48.1

15.9

12.2

18.5

30.3

14.4

31.2

34.6

22.5

26.2

21.5

10.1

23.2

16.1

14.8

3.8

3.3

4.3

2.2

3.7

3.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答
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※「頼れる人がいる」と回答した場合の相談相手 

 

 
 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

99.2

2.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無回答 全体（n=490）

99.2

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.8

99.4

1.2

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

98.0

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無回答

中央値以上（n=249）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=168）

中央値の2分の1未満（n=51）
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＜世帯＞ 

 

 

  

99.3

2.3

0.0

0.2

0.0

0.0

0.7

0.5

97.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

0.0

97.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無回答

ふたり親世帯（n=427）

ひとり親世帯（n=46）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=39）
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３-１-８．日常的な生活の状況 

（１）保護者の心理的な状態 

保護者票問 24 次の a)～f)の質問について、この１か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。（a～f

それぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

a) 神経過敏に感じた 

b) 絶望的だと感じた 

c) そわそわ、落ち着かなく感じた 

d) 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた 

e) 何をするのも面倒だと感じた 

f) 自分は価値のない人間だと感じた 

 

「保護者の心理的な状態」に関して、調査では「Ｋ６」と呼ばれる指標を把握するための 6 つ

の項目を設定した。この 6 つの調査項目の結果を足し合わせて、Ｋ６のスコアを算出した。 

※Ｋ６はうつ病・不安障害などの精神疾患をスクリーニングすることを目的として開発され、調査で心理的スト

レスを含む何らかの精神的な問題の程度を表す指標として利用されている。採点方法は、ひとつの質問ごとに 0 

点（まったくない）から 4 点（いつも）を振り 0 点から 24点で合計を計算した。高くなるほど抑うつ状態が強い

ことを示している。 

 

「うつ・不安障害相当」とされている「13点以上」の割合は 9.6%であった。 

等価世帯収入水準別にみると、「13点以上」の割合は、「中央値以上」の世帯では 6.3％、「中央

値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 12.3％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 18.0％

となっている。 

世帯の状況別にみると、「ふたり親世帯」では 8.8％、「ひとり親世帯」では 15.1％となってい

る。 

  

55.0

60.9

51.0

41.6

55.9

47.3

45.7

24.4

23.4

25.5

23.6

25.0

22.6

25.9

7.4

6.3

7.6

12.4

6.9

9.7

8.6

9.6

6.3

12.3

18.0

8.8

15.1

13.6

3.7

3.0

3.6

4.5

3.4

5.4

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

0～4点 5～9点 10～12点 13点以上 不明・無回答
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（２）生活満足度 

保護者票問 25 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まったく満足

していない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。（あてはまるもの１つに○） 

 

生活満足度については、「0～2」が 7.1％、「3～4」が 11.6％、「5」が 18.3、「6～7」が 27.0％、

「8～10」が 35.8％となっており、満足度が高い方の回答割合（6～10）は 62.9％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では「6～10」に該当する割合

は 46.1％と低く、半数以下となっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では、「6～10」に該当する割合は 46.2％で、「ふたり

親世帯」に比べて生活満足度が低くなっている。 

 

 

 

  

7.1

3.3

9.9

14.6

5.8

17.2

16.0

11.6

8.2

13.6

20.2

10.4

19.4

19.8

18.3

15.0

23.2

19.1

18.8

17.2

16.0

27.0

29.3

24.5

25.8

27.6

19.4

19.8

35.8

44.0

28.8

20.2

37.1

26.9

28.4

0.2

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

0～2 3～4 5 6～7 8～10 無回答
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３-２．子どもの生活状況、「貧困の連鎖」リスクの発生状況 

３-２-１．学習の状況 

（１）ふだんの勉強の仕方 

中学生票問２ あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強をしていますか。※勉強には学校の

宿題もふくみます。（１～８については、あてはまるものすべてに○） 

 

ふだん学校の授業以外でどのように勉強をしているかについては、「自分で勉強する」が 83.9％、

次いで「塾で勉強する」が 44.4％、「家の人に教えてもらう」が 28.1％、「友達と勉強する」が

12.3％、「中学まで」が 27.3％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では、「塾で勉強する」が 36.6％

で他の世帯と比べて低くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では「ふたり親世帯」に比べて、「塾で勉強する」の割

合が低く、「友達と勉強する」の割合が高くなっている。 

 

 

 

  

83.9

44.4

2.4

2.2

0.6

28.1

27.3

2.8

3.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に

参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答
全体（n=998）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

85.8

51.9

3.3

1.8

0.8

30.4

24.3

2.8

2.3

0.3

83.3

42.0

0.7

2.2

0.0

27.2

30.4

2.9

2.9

0.0

87.8

36.6

0.0

3.7

1.2

32.9

30.5

1.2

3.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に

参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）
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＜世帯＞ 

 

  

85.2

49.7

1.8

1.9

0.6

29.3

25.7

2.1

2.2

0.1

84.7

24.7

3.5

4.7

1.2

30.6

32.9

4.7

4.7

0.0

87.8

28.4

4.1

4.1

1.4

33.8

36.5

2.7

4.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に

参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）
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（２）１日あたりの勉強時間 

中学生票問３ あなたは、ふだん学校の授業以外に、１日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。※学

校の宿題をする時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。（a,b それぞれについて、あてはまるもの１つ

に○） 

 

a) 学校がある日（月～金曜日） 

 

学校の授業以外での１日あたりの勉強時間について、「学校がある日（月～金曜日）」では、「１

時間以上、２時間より少ない」が 30.6％でも最も割合が高く、次いで「３０分以上、１時間より

少ない」が 29.0％となっている。また、「まったくしない」は 7.4％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では、「２時間以上」勉強して

いる割合が他の世帯と比べて低くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では「ふたり親世帯」に比べて、「まったくしない」の

割合が高くなっている。 

 

 

 

 

  

7.4

5.1

8.7

4.9

5.5

11.8

10.8

18.4

17.5

17.4

20.7

17.8

24.7

20.3

29.0

29.1

29.7

30.5

30.7

16.5

14.9

30.6

32.7

30.1

34.1

31.3

34.1

39.2

9.9

10.6

10.5

7.3

10.1

10.6

12.2

3.4

3.8

3.3

1.2

3.7

1.2

1.4

1.3

1.3

0.4

1.2

0.7

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

まったくしない ３０分より少ない

３０分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

無回答
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b) 学校がない日（土・日曜日・祝日） 

 

学校の授業以外での１日あたりの勉強時間について、「学校がない日（土・日曜日・祝日）」で

は、「３０分以上、１時間より少ない」が 28.1％でも最も割合が高く、次いで「１時間以上、２時

間より少ない」が 22.9％となっている。また、「まったくしない」は 11.4％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では、「２時間以上、３時間よ

り少ない」が他の世帯と比べて高くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では「ふたり親世帯」に比べて、「まったくしない」の

割合が高くなっている。 

 

 

 

  

11.4

7.1

12.0

12.2

8.7

15.3

16.2

18.8

17.2

21.7

17.1

18.5

20.0

16.2

28.1

30.6

26.4

20.7

29.7

18.8

16.2

22.9

24.3

23.9

24.4

23.7

24.7

27.0

10.8

11.6

10.1

18.3

11.2

17.6

20.3

5.4

6.6

4.3

4.9

6.1

1.2

1.4

2.5

2.5

1.4

2.4

2.1

2.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

まったくしない ３０分より少ない

３０分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

無回答
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（３）クラスの中での成績 

中学生票問４ あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

クラスの中での成績については、「上のほう」は 11.2％、「やや上のほう」は 21.4％、「まん中

あたり」は 27.0％、「やや下のほう」は 17.0％、「下のほう」は 20.9％、「わからない」は 2.4％

となっている。「やや下のほう」と「下のほう」を足し合わせた割合は 38.0％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「やや下のほう」と「下のほう」を足し合わせた割合は、「中央

値以上」の世帯では 29.6％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 38.4％、「中央値の

2分の 1未満」の世帯では 53.7％となっている。 

世帯の状況別にみると、「やや下のほう」と「下のほう」を足し合わせた割合は、「ふたり親世

帯」では 33.9％、「ひとり親世帯」では 50.6％となっている。 

 

 

 

  

11.2

17.0

8.0

7.3

13.1

5.9

5.4

21.4

22.8

23.2

14.6

23.3

17.6

18.9

27.0

28.6

28.6

19.5

28.1

18.8

17.6

17.0

13.7

17.8

19.5

15.7

20.0

21.6

20.9

15.9

20.7

34.1

18.2

30.6

28.4

2.4

2.0

1.8

4.9

1.6

7.1

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答



94 

 

（４）授業の理解状況 

中学生票問５ あなたは、学校の授業がわからないことがありますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

学校の授業の理解状況については、「いつもわかる」は 8.8％、「だいたいわかる」は 28.6％、

「教科によってはわからないことがある」は 51.3％、「わからないことが多い」は 9.1％、「ほと

んどわからない」は 1.8％となっている。「わからないことが多い」と「ほとんどわからない」を

足し合わせた割合は 10.9％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「わからないことが多い」と「ほとんどわからない」を足し合わ

せた割合は、「中央値以上」の世帯では 8.1％、「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では

9.1％、「中央値の 2分の 1 未満」の世帯では 6.1％となっている。 

世帯の状況別にみると、「わからないことが多い」と「ほとんどわからない」を足し合わせた割

合は、「ふたり親世帯」では 8.1％、「ひとり親世帯」では 11.8％となっている。 

 

 

 

  

8.8

11.1

8.7

3.7

10.1

4.7

4.1

28.6

33.9

26.1

18.3

31.2

21.2

20.3

51.3

46.6

55.4

72.0

50.3

61.2

64.9

9.1

6.6

7.2

6.1

6.7

8.2

6.8

1.8

1.5

1.8

1.3

3.5

2.7

0.4

0.3

0.7

0.3

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答
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（５）授業がわからなくなった時期 

中学生票問６ 前の質問で「３ 教科によってはわからないことがある」「４ わからないことが多い」「５ 

ほとんどわからない」と答えた人にお聞きします。いつごろから、授業がわからないことがあるようにな

りましたか。（あてはまるもの１つに○） 

 

授業がわからなくなった時期については、「小学１・２年生のころ」が 2.1％、「小学３・４年生

のころ」が 4.3％、「小学５・６年生のころ」が 21.7％、「中学１年生のころ」が 55.4％、「中学２

年生になってから」が 6.1％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では、「中学２年生になってか

ら」の割合が 7.8％と他の世帯と比べて低く、それよりも早い時期であったとの回答割合が高くな

っている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では「ふたり親世帯」に比べて、「中学２年生になっ

てから」の割合が 4.8％と低く、それよりも早い時期であったとの回答割合が高くなっている。 

 

 

 

  

2.1

3.2

1.7

3.1

2.6

1.6

1.8

4.3

4.6

4.5

4.3

21.7

18.5

23.0

29.7

20.2

32.3

29.1

55.4

56.0

55.6

59.4

56.0

61.3

63.6

16.1

17.6

14.6

7.8

16.6

4.8

5.5

0.3

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=621）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=216）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=178）

中央値の2分の1未満（n=64）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=391）

ひとり親世帯（n=62）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=55）

小学１・２年生のころ 小学３・４年生のころ 小学５・６年生のころ

中学１年生のころ 中学２年生になってから 無回答
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３-２-２．進学希望 

（１）進学したいと思う教育段階 

中学生票問７ あなたは、将来、どの段階まで進学したいですか。（あてはまるもの１つに○） 

 

将来どの段階まで進学したいかについては、「大学またはそれ以上」が 39.9％、次いで「短大、

高等専門学校、専門学校まで」が 22.1％、「まだわからない」が 21.0％、「高校まで」が 16.1％、

「中学まで」が 0.4％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「大学またはそれ以上」の割合は、「中央値以上」の世帯では 48.6％、

「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 34.8％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では

29.3％となっており、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では「高校生まで」の割合が 26.8％で他の

世帯と比べて高くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では「ふたり親世帯」に比べて、「大学またはそれ以

上」の割合が低く、「高校生まで」の割合が高くなっている。 

また、等価世帯収入水準が「中央値の 2 分の 1 未満」の場合に、クラスの中での成績別にみる

と、収入の水準が低い場合であっても、成績が「上のほう」の場合には、進学したいと思う教育

段階について「大学またはそれ以上」の割合が 66.7％と比較的高くなっている（回答件数が少な

い点には留意）。 

 

 

  

0.4

0.5

0.4

0.4

16.1

10.4

18.5

26.8

13.6

22.4

20.3

22.1

21.5

21.4

25.6

22.7

21.2

21.6

39.9

48.6

34.8

29.3

42.5

34.1

36.5

21.0

19.0

24.6

17.1

20.4

22.4

21.6

0.4

0.4

1.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

中学まで 高校まで

短大、高等専門学校、専門学校まで 大学またはそれ以上

まだわからない 無回答
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※等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の場合のクラスの中での成績別 

 

   

18.8

31.3

46.4

25.0

16.7

58.3

31.3

31.3

7.1

25.0

66.7

33.3

50.0

18.8

14.3

25.0

16.7

8.3

12.5

32.1

25.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上のほう（n=6）

やや上のほう（n=12）

まん中あたり（n=16）

やや下のほう（n=16）

下のほう（n=28）

わからない（n=4）

中学まで 高校まで

短大、高等専門学校、専門学校まで 大学またはそれ以上

まだわからない 無回答
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（２）進学希望についてそう考える理由 

中学生票問８ 前の質問で１～４と答えた場合、その理由を答えてください。（１～８については、あては

まるものすべてに○） 

 

進学希望の理由については、「希望する学校や職業があるから」が 60.6％、次いで「親がそう言

っているから」が 23.7％、「自分の成績から考えて」が 19.3％となっている。 

進学したいと思う教育段階別にみると、進学希望の教育段階が「高校まで」の場合には、「自分

の成績から考えて」が 29.2％、「家にお金がないと思うから」が 6.8％、「早く働く必要があるか

ら」が 11.8％、「とくに理由はない」が 19.9％で、他の場合と比べて高くなっている。他方で、

「希望する学校や職業があるから」の回答割合は低くなっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では、「早く働く必要があるか

ら」が 10.4％と他の世帯と比べて高くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では、「希望する学校や職業があるから」が 68.2％、

「早く働く必要があるから」が 10.6％と「ふたり親世帯」と比べて高く、他方で、「自分の成績か

ら考えて」が 12.1％と低くなっている。 

   

60.6

19.3

23.7

9.3

4.5

2.6

3.3

7.5

14.2

0.3

37.3

29.2

18.6

9.9

6.2

6.8

11.8

6.8

19.9

0.0

75.1

14.0

18.1

7.2

4.1

1.8

1.8

5.0

11.3

0.5

61.8

18.3

28.9

10.3

4.0

1.3

0.8

9.3

13.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

全体（n=784）

高校まで（n=161）

短大、高等専門学校、専門学校まで（n=221）

大学またはそれ以上（n=398）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 
 

  

59.7

20.3

24.7

10.6

3.8

1.9

2.2

7.8

15.3

0.0

59.4

17.9

20.8

5.3

4.8

2.4

2.9

7.2

13.0

0.5

58.2

17.9

25.4

13.4

7.5

3.0

10.4

11.9

13.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

中央値以上（n=320）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=207）

中央値の2分の1未満（n=67）
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＜世帯＞ 

 
 

  

58.9

19.8

24.5

9.2

5.1

1.5

2.4

7.9

14.9

0.4

68.2

12.1

22.7

9.1

3.0

6.1

10.6

9.1

9.1

0.0

67.2

12.1

25.9

8.6

3.4

5.2

10.3

8.6

8.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

ふたり親世帯（n=531）

ひとり親世帯（n=66）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=58）
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 ※進学希望の教育段階について「高校まで」と考える理由 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 
 

  

34.1

29.3

9.8

7.3

0.0

7.3

12.2

12.2

19.5

35.3

31.4

17.6

9.8

9.8

7.8

9.8

3.9

15.7

36.4

27.3

36.4

18.2

4.5

0.0

22.7

9.1

22.7

0% 10% 20% 30% 40%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

中央値以上（n=41）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=51）

中央値の2分の1未満（n=22）



102 

 

 

＜世帯＞ 

 
 

35.2

34.1

17.6

8.8

6.6

4.4

11.0

8.8

17.6

0.0

42.1

15.8

26.3

15.8

0.0

10.5

21.1

5.3

21.1

0.0

33.3

13.3

33.3

13.3

0.0

6.7

20.0

0.0

26.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

ふたり親世帯（n=91）

ひとり親世帯（n=19）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=15）
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※進学希望の教育段階について「短大・高専・専門学校まで」と考える理由 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 
 

  

69.4

18.8

20.0

5.9

3.5

1.2

0.0

3.5

17.6

0.0

79.7

8.5

13.6

1.7

1.7

0.0

1.7

8.5

6.8

1.7

81.0

9.5

9.5

19.0

9.5

4.8

4.8

9.5

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

中央値以上（n=85）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=59）

中央値の2分の1未満（n=21）
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＜世帯＞ 

 
 

73.7

14.5

16.4

5.9

3.9

0.7

1.3

5.9

13.2

0.7

88.9

11.1

16.7

11.1

5.6

5.6

5.6

5.6

0.0

0.0

87.5

12.5

18.8

12.5

6.3

6.3

6.3

6.3

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

ふたり親世帯（n=152）

ひとり親世帯（n=18）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=16）
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※進学希望の教育段階について「大学またはそれ以上」と考える理由 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 
 

  

60.4

19.3

30.2

13.5

4.7

1.0

1.0

8.9

13.5

0.0

59.4

16.7

27.1

5.2

4.2

1.0

0.0

8.3

15.6

0.0

58.3

16.7

29.2

4.2

8.3

4.2

4.2

16.7

12.5

4.2

0% 20% 40% 60% 80%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

中央値以上（n=192）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=96）

中央値の2分の1未満（n=24）
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＜世帯＞ 

 
 

  

58.2

18.2

31.2

11.2

5.3

1.1

0.4

8.8

15.1

0.4

72.4

10.3

24.1

3.4

3.4

3.4

6.9

13.8

6.9

0.0

74.1

11.1

25.9

3.7

3.7

3.7

7.4

14.8

3.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

ふたり親世帯（n=285）

ひとり親世帯（n=29）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=27）
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（３）保護者と子供の考えの一致・不一致の状況 

 

保護者が考える子どもの進学段階に関する希望・展望の回答と、子ども自身が進学したいと思

う教育段階の一致・不一致の状況について、「教育段階一致」、「保護者の方が高い段階」、「子ども

の方が高い段階」、「保護者・子どもともに未定」、「保護者未定」、「子ども未定」の６分類で集計

した。 

その結果、「教育段階一致」の割合は 47.4％となっている。 

等価世帯収入の水準別にみると、「教育段階一致」の割合は、「中央値以上」の世帯では 51.1％、

「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 41.7％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では

48.8％となっている。 

世帯の状況別にみると、「教育段階一致」の割合は、「ふたり親世帯」では 47.9％、「ひとり親世

帯」では 44.7％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 47.3％となっている。 

 

 

 

  

47.4

51.1

41.7

48.8

47.9

44.7

47.3

12.1

13.2

10.5

12.2

12.4

8.2

6.8

6.8

5.8

7.6

6.1

6.4

8.2

8.1

4.8

4.3

6.5

1.2

5.1

2.4

1.4

13.0

10.9

15.2

14.6

12.5

16.5

16.2

15.7

14.7

18.1

15.9

15.4

20.0

20.3

0.3

0.4

1.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=777）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

教育段階一致 保護者の方が高い段階 子どもの方が高い段階

保護者・子どもともに未定 保護者未定 子ども未定

不明
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３-２-３．部活動等への参加状況 

（１）部活動等への参加状況 

中学生票問９ あなたは、地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加していますか。(あて

はまるもの１つに○) 

 

地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加について、「参加している」が 88.7％、

「参加していない」が 10.0％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「参加していない」の割合は、「中央値以上」の世帯では 9.1％、

「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 11.6％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では

7.3となっている。 

世帯の状況別にみると、「参加していない」の割合は、「ふたり親世帯」では 9.0％、「ひとり親

世帯」では 12.9％となっている。 

 

 

 

  

88.7

89.6

87.7

91.5

90.0

85.9

87.8

10.0

9.1

11.6

7.3

9.0

12.9

10.8

1.3

1.3

0.7

1.2

1.0

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

参加している 参加していない 無回答



109 

 

（２）部活動等に参加していない理由 

中学生票問 10 前の質問で「２ 参加していない」と答えた人にお聞きします。参加していない理由は何

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

部活動等に参加していない理由については、「入りたいクラブ・部活動がないから」が 41.0％、

次いで「その他」が 39.0％、「塾や習い事が忙しいから」と「費用がかかるから」が 17.0％とな

っている。 

等価世帯収入水準別、世帯の状況別の結果は該当者数が少ないため、グラフのみの掲載とする。 

 

 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 
 

  

41.0

17.0

17.0

14.0

14.0

39.0

0% 20% 40% 60%

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

一緒に入る友達がいないから

その他

全体（n=100）

44.4

19.4

13.9

11.1

13.9

44.4

40.6

15.6

15.6

6.3

9.4

43.8

66.7

16.7

0.0

0.0

0.0

50.0

0% 20% 40% 60% 80%

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

一緒に入る友達がいないから

その他

中央値以上（n=36）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=32）

中央値の2分の1未満（n=6）
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＜世帯＞ 

 

  

43.3

18.3

15.0

8.3

10.0

45.0

63.6

9.1

9.1

0.0

18.2

36.4

87.5

12.5

0.0

0.0

12.5

25.0

0% 50% 100%

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

一緒に入る友達がいないから

その他

ふたり親世帯（n=60）

ひとり親世帯（n=11）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=8）
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３-２-４．日常的な生活の状況 

（１）食事の状況 

中学生票問 11 あなたは週にどのくらい、食事をしていますか。（a～c それぞれについて、あてはまるも

の１つに○） 

 

食事の状況について、「朝食」については、「毎日食べる（週７日）」が 82.8％、「週５～６日」

が 10.3％、「週３～４日」が 2.6％、「週１～２日、ほとんど食べない」が 4.1％となっている。 

「夕食」については、「毎日食べる（週７日）」が 95.4％、「週５～６日」が 4.1％、「週３～４

日」が 0.3％、「週１～２日、ほとんど食べない」が 0.1％となっている。 

「夏休みや冬休みなどの期間の昼食」については、「毎日食べる（週７日）」が 81.9％、「週５～

６日」が 12.4％、「週３～４日」が 4.2％、「週１～２日、ほとんど食べない」が 1.3％となってい

る。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値以上」の世帯では、「毎日食べる（週７日）」の割合が、

「朝食」については 84.8％と他の世帯と比べて高いが、「夕食」と「夏休みや冬休みなどの期間の

昼食」についてはそれぞれ 94.7％、81.3％と他の世帯と比べて低くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では、「毎日食べる（週７日）」の割合が、「朝食」につ

いて 82.4％、「夏休みや冬休みなどの期間の昼食」について 81.2％と、「ふたり親世帯」と比べて

低くなっている。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「夕食」の世帯の状況別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  

82.8

95.4

81.9

10.3

4.1

12.4

2.6

0.3

4.2

4.1

0.1

1.3

0.2

0.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a) 朝食（n=998）

b) 夕食（n=998）

c) 夏休みや冬休みなどの期間の

昼食（n=998）

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない

無回答
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a) 朝食 

 

 

 

b) 夕食 

 

 

 

84.8

83.0

82.9

84.3

82.4

85.1

9.6

10.5

11.0

10.1

9.4

9.5

3.0

2.9

2.4

2.7

4.7

4.1

2.5

3.6

3.7

2.8

3.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない

94.7

98.2

97.6

96.6

96.5

95.9

5.1

1.8

2.4

3.3

3.5

4.1

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない
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c) 夏休みや冬休みなどの期間の昼食 

 

 

 

  

81.3

84.1

87.8

84.2

81.2

82.4

13.2

11.6

8.5

11.0

16.5

16.2

4.3

3.6

1.2

3.6

1.2

1.3

0.7

2.4

1.2

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない
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（２）食事を毎日食べない理由 

中学生票問 12 前の質問で「２～４」と答えた人にお聞きします。食事を毎日食べない理由は何ですか。

（a～c それぞれについて、あてはまるものすべてに○） 

 

食事を毎日食べない理由について、「朝食」については、「食べる時間がないため」が 44.7％、

次いで「食べたくないため（食欲がない、ダイエットのため等）」と「食べるのが面倒なため」が

32.9％となっている。 

「夕食」については、「食べるのが面倒なため」が 46.7％、次いで「食べたくないため（食欲が

ない、ダイエットのため等）」が 37.8％、「食べる時間がないため」が 24.4％となっている。 

「夏休みや冬休みなどの期間の昼食」については、「食べるのが面倒なため」が 58.1％、次いで

「食べたくないため（食欲がない、ダイエットのため等）」が 21.8％、「食べる必要性を感じない

ため」が 21.2％となっている。 

 

等価世帯収入水準別、世帯の状況別の結果は該当者数が少ないため、グラフのみの掲載とする。 

 

 

 

 

 

 

  

8.2

32.9

32.9

44.7

12.9

13.5

0.0

6.7

37.8

46.7

24.4

13.3

15.6

0.0

12.8

21.8

58.1

15.1

21.2

19.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80%

食べるものがない、又は食事を用意して

もらえないため

食べたくないため

（食欲がない、ダイエットのため等）

食べるのが面倒なため

食べる時間がないため

食べる必要性を感じないため

その他

無回答

a) 朝食（n=170）

b) 夕食（n=45）

c) 夏休みや冬休みなどの期間の昼食（n=179）
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a) 朝食 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

 

8.3

23.3

30.0

36.7

13.3

21.7

0.0

10.6

38.3

29.8

53.2

10.6

2.1

0.0

0.0

21.4

28.6

57.1

7.1

14.3

0.0

0% 20% 40% 60%

食べるものがない、又は食事を用意して

もらえないため

食べたくないため

（食欲がない、ダイエットのため等）

食べるのが面倒なため

食べる時間がないため

食べる必要性を感じないため

その他

無回答

中央値以上（n=60）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=47）

中央値の2分の1未満（n=14）

7.6

29.5

29.5

42.9

11.4

16.2

0.0

13.3

33.3

40.0

53.3

13.3

0.0

0.0

9.1

36.4

36.4

54.5

9.1

0.0

0.0

0% 20% 40% 60%

食べるものがない、又は食事を用意して

もらえないため

食べたくないため

（食欲がない、ダイエットのため等）

食べるのが面倒なため

食べる時間がないため

食べる必要性を感じないため

その他

無回答

ふたり親世帯（n=105）

ひとり親世帯（n=15）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=11）
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b) 夕食 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

  

0.0

28.6

57.1

19.0

14.3

19.0

0.0

0.0

60.0

40.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

50.0

50.0

0.0

50.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

食べるものがない、又は食事を用意して

もらえないため

食べたくないため

（食欲がない、ダイエットのため等）

食べるのが面倒なため

食べる時間がないため

食べる必要性を感じないため

その他

無回答

中央値以上（n=21）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=5）

中央値の2分の1未満（n=2）

0.0

30.4

52.2

17.4

13.0

21.7

0.0

0.0

66.7

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

食べるものがない、又は食事を用意して

もらえないため

食べたくないため

（食欲がない、ダイエットのため等）

食べるのが面倒なため

食べる時間がないため

食べる必要性を感じないため

その他

無回答

ふたり親世帯（n=23）

ひとり親世帯（n=3）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=3）
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c) 夏休みや冬休みなどの期間の昼食 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

  

13.5

20.3

54.1

16.2

25.7

20.3

0.0

18.2

25.0

56.8

11.4

13.6

22.7

0.0

10.0

10.0

60.0

40.0

30.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

食べるものがない、又は食事を用意して

もらえないため

食べたくないため

（食欲がない、ダイエットのため等）

食べるのが面倒なため

食べる時間がないため

食べる必要性を感じないため

その他

無回答

中央値以上（n=74）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=44）

中央値の2分の1未満（n=10）

14.2

19.8

54.7

15.1

21.7

22.6

0.0

12.5

31.3

50.0

18.8

25.0

6.3

0.0

7.7

30.8

53.8

23.1

30.8

7.7

0.0

0% 20% 40% 60%

食べるものがない、又は食事を用意して

もらえないため

食べたくないため

（食欲がない、ダイエットのため等）

食べるのが面倒なため

食べる時間がないため

食べる必要性を感じないため

その他

無回答

ふたり親世帯（n=106）

ひとり親世帯（n=16）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=13）
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（３）１回の食事の量 

中学生票問 13 １回の食事の量はどの程度ですか。（a～cそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

１回の食事の量について、「朝食」については、「毎回、十分な量が食べられる」が 81.9％、「全

部食べても、少し足りないと感じることが多い」が 13.6％、「全部食べても、全然足りないと感じ

ることが多い」が 3.4％となっている。 

「夕食」については、「毎回、十分な量が食べられる」が 90.5％、「全部食べても、少し足りな

いと感じることが多い」が 6.7％、「全部食べても、全然足りないと感じることが多い」が 1.1％

となっている。 

「夏休みや冬休みなどの期間の昼食」については、「毎回、十分な量が食べられる」が 83.8％、

「全部食べても、少し足りないと感じることが多い」が 12.5％、「全部食べても、全然足りないと

感じることが多い」が 1.3％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では、「毎回、十分な量が食べ

られる」の割合が、「朝食」については 90.2％と他の世帯と比べて高いが、「夏休みや冬休みなど

の期間の昼食」については 82.9％と他の世帯と比べて低くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では、「毎回、十分な量が食べられる」の割合が、「朝

食」について 91.8％と、「ふたり親世帯」と比べて高くなっている。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「夕食」の等価世帯収入水準別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。 

※「夕食」と「夏休みや冬休みなどの期間の昼食」の世帯の状況別の結果について、統計的に有意な差は認めら

れなかった。  

81.9

90.5

83.8

13.6

6.7

12.5

3.4

1.1

1.3

1.1

1.7

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a) 朝食（n=998）

b) 夕食（n=998）

c) 夏休みや冬休みなどの期間の

昼食（n=998）

毎回、十分な量が食べられる 全部食べても、少し足りないと感じることが多い

全部食べても、全然足りないと感じることが多い 無回答
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a) 朝食 

 

 

 

b) 夕食 

 

 

 

81.0

80.8

90.2

81.3

91.8

94.6

15.7

14.5

7.3

15.1

5.9

4.1

3.0

2.9

2.4

2.7

2.4

1.4

0.3

1.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

毎回、十分な量が食べられる 全部食べても、少し足りないと感じることが多い

全部食べても、全然足りないと感じることが多い 無回答

91.4

89.5

90.2

90.4

91.8

94.6

6.8

6.9

7.3

7.2

4.7

4.1

0.5

1.8

0.9

1.2

1.4

1.3

1.8

2.4

1.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

毎回、十分な量が食べられる 全部食べても、少し足りないと感じることが多い

全部食べても、全然足りないと感じることが多い 無回答
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c) 夏休みや冬休みなどの期間の昼食 

 

 

 

  

84.1

85.1

82.9

84.8

85.9

86.5

13.4

10.9

14.6

12.1

11.8

12.2

0.8

1.8

1.2

1.2

1.2

1.4

1.8

2.2

1.2

1.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

毎回、十分な量が食べられる 全部食べても、少し足りないと感じることが多い

全部食べても、全然足りないと感じることが多い 無回答
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（４）生理用品の準備で困った経験 

中学生票問 14 女子生徒にお聞きします。これまでに生理用品が準備できず困ったことがありますか。

(あてはまるもの１つに○) 

 

生理用品が準備できず困ったことがあるかについては、「困ったことはない」は 83.2％、「困っ

たことがある」は 10.5％、「生理用品はまだ必要ない」は 3.2％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「困ったことがある」の割合は、「中央値以上」の世帯では 10.5％、

「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 8.4％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では

4.9％となっている。 

世帯の状況別にみると、「困ったことがある」の割合は、「ふたり親世帯」では 9.5％、「ひとり

親世帯」では 10.5％となっている。 

 

 

 

  

83.2

85.0

85.3

90.2

85.4

78.9

78.4

10.5

10.5

8.4

4.9

9.5

10.5

9.8

3.2

2.0

4.2

4.9

3.6

3.5

3.9

3.0

2.5

2.1

1.5

7.0

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=495）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=200）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=143）

中央値の2分の1未満（n=41）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=336）

ひとり親世帯（n=57）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=51）

困ったことはない 困ったことがある 生理用品はまだ必要ない 無回答
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（５）困ったことがある理由 

中学生票問 15 女子生徒にお聞きします。前の質問で「２ 困ったことがある」と答えた人にお聞きしま

す。その理由を教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

 

困ったことがある理由については、「その他」が 82.7％、次いで「買うのが（親に頼むのが）は

ずかしいから」が 11.5％となっている。 

等価世帯収入水準別、世帯の状況別の結果は該当者数が少ないため、グラフのみの掲載とする。 

 

 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

5.8

3.8

11.5

82.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の収入が少ない（減った）から、

値段が高いから

自分で買う必要があるが、他にお金を

使わなければならないから

買うのが（親に頼むのが）はずかしい

から

その他

無回答 全体（n=52）

4.8

4.8

0.0

90.5

0.0

0.0

0.0

0.0

91.7

8.3

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

家族の収入が少ない（減った）から、

値段が高いから

自分で買う必要があるが、他にお金を

使わなければならないから

買うのが（親に頼むのが）はずかしいから

その他

無回答

中央値以上（n=21）
中央値の2分の1以上中央値未満（n=12）
中央値の2分の1未満（n=2）
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＜世帯＞ 

 

  

3.1

3.1

3.1

87.5

3.1

0.0

0.0

33.3

66.7

0.0

0.0

0.0

40.0

60.0

0.0

0% 50% 100%

家族の収入が少ない（減った）から、

値段が高いから

自分で買う必要があるが、他にお金を

使わなければならないから

買うのが（親に頼むのが）はずかしいから

その他

無回答

ふたり親世帯（n=32）
ひとり親世帯（n=6）
ひとり親世帯（母子家庭）（n=5）
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（６）就寝時間 

中学生票問 16 あなたは、ふだん(月曜日～金曜日)、ほぼ同じ時間に寝ていますか。（あてはまるもの１

つに○） 

 

就寝時間に関して、ほぼ同じ時間に寝ているかについては、「そうである」が 28.9％、「どちら

かといえばそうである」が 48.3％、「どちらかといえばそうではない」が 16.1％、「そうではない」

が 6.5％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では、「そうである」

の割合が 26.8％と他の世帯と比べて低くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では、「そうである」の割合が 18.8％と「ふたり親世

帯」と比べて低くなっている。 

 

 

 

  

28.9

30.4

26.8

29.3

30.7

18.8

21.6

48.3

52.2

47.8

45.1

48.4

57.6

56.8

16.1

14.7

14.5

18.3

15.4

15.3

16.2

6.5

2.8

10.1

7.3

5.2

8.2

5.4

0.2

0.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

そうである どちらかといえばそうである

どちらかといえばそうではない そうではない

無回答
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（７）相談相手の有無 

中学生票問 17 あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はいます

か。(１～３のあてはまるもの１つに〇) また、「１ 相談できると思う人がいる」場合、それは誰ですか。

（①～⑩のあてはまるものすべてに〇） 

 

困っていることや悩みごとがあるときの相談相手の有無については、「相談できると思う人がい

る」が 77.4％、「相談できる人はいない」が 6.5％、「相談したくない」が 13.4％となっている。

相談できると思う人については、「学校の友達」が 79.1％、次いで「親」が 73.3％、「学校の先生」

が 31.7％、「きょうだい」が 28.4％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「相談できると思う人がいる」の割合は、「中央値以上」の世帯

では 78.2％、「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 77.5％、「中央値の 2 分の 1 未満」

の世帯では 81.7％となっている。相談できると思う人については、「中央値の 2 分の 1 未満」の

世帯では、「学校の先生」が 34.3％と他の世帯と比べて高くなっている。 

世帯の状況別にみると、「相談できると思う人がいる」の割合は、「ふたり親世帯」では 78.1％、

「ひとり親世帯」では 76.5％となっている。「ひとり親世帯」では、「相談したくない」の割合が

16.5％と「ふたり親世帯」と比べて高くなっている。相談できると思う人については、「ひとり親

世帯」では、「祖父母など」が 21.5％、「学校外の友達」が 24.6％と「ふたり親世帯」と比べて高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「相談相手の有無」の等価世帯収入水準別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  

77.4

78.2

77.5

81.7

78.1

76.5

78.4

6.5

6.1

5.8

3.7

6.3

3.5

4.1

13.4

12.4

13.8

13.4

12.8

16.5

14.9

2.7

3.3

2.9

1.2

2.8

3.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

相談できると思う人がいる 相談できる人はいない 相談したくない 無回答
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※「相談できると思う人がいる」と回答した場合の相談相手 

 

 
  

73.3

28.4

15.4

31.7

79.1

20.9

4.1

6.2

4.4

0.9

0.3

0% 50% 100%

親

きょうだい

祖父母など

学校の先生

学校の友達

学校外の友達

スクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカーなど

その他の大人(塾・習い事の先生、地域の

人など)

ネットで知り合った人

県や市町村のLINE等を活用したSNS相談

窓口(例：こころのオンライン相談＠ぐんま）

無回答
全体（n=772）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

76.7

30.4

16.8

31.7

78.6

20.1

4.2

5.8

3.6

1.3

0.0

70.1

23.8

12.1

29.0

79.4

20.6

3.3

6.5

6.5

0.0

0.9

71.6

23.9

16.4

34.3

76.1

20.9

4.5

7.5

0.0

3.0

0.0

0% 50% 100%

親

きょうだい

祖父母など

学校の先生

学校の友達

学校外の友達

スクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカーなど

その他の大人(塾・習い事の先生、地域の人

など)

ネットで知り合った人

県や市町村のLINE等を活用したSNS相談窓

口(例：こころのオンライン相談＠ぐんま）

無回答

中央値以上（n=309）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=214）

中央値の2分の1未満（n=67）
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＜世帯＞ 

 

  

74.8

28.1

14.1

31.5

79.2

19.5

3.8

6.5

3.6

1.1

0.4

72.3

18.5

21.5

30.8

78.5

24.6

1.5

4.6

6.2

0.0

0.0

75.9

20.7

20.7

31.0

75.9

24.1

1.7

5.2

6.9

0.0

0.0

0% 50% 100%

親

きょうだい

祖父母など

学校の先生

学校の友達

学校外の友達

スクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカーなど

その他の大人(塾・習い事の先生、地域の人

など)

ネットで知り合った人

県や市町村のLINE等を活用したSNS相談窓

口(例：こころのオンライン相談＠ぐんま）

無回答

ふたり親世帯（n=523）

ひとり親世帯（n=65）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=58）
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（８）お世話をしている人の有無 

中学生票問 18 家族の中にあなたがお世話をしている人はいますか。（ここで｢お世話｣とは、本来大人が

担うと想定されている家事や家族の世話などをすることです。）（あてはまるもの１つに○） 

 

家族の中にお世話をしている人がいるかについては、「いる」が 17.9％、「いない」が 81.9％と

なっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では、「いる」の割合が 19.5％

と他の世帯と比べて高くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では、「いる」の割合が 22.4％と「ふたり親世帯」と

比べて高くなっている。 
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＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

いる いない 無回答
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（９）ヤングケアラーという言葉の認知度 

中学生票問 19 ヤングケアラーという言葉をこれまで聞いたことがありますか。（あてはまるもの１つに

○） 

 

ヤングケアラーという言葉を聞いたことがあるかについては、「聞いたことがあり、内容も知っ

ている」が 35.5％、「聞いたことはあるが、よく知らない」が 26.6％、「聞いたことはない（今回

初めて知った）」が 37.8％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では、「聞いたことはない（今

回初めて知った）」の割合が 47.6％と他の世帯と比べて高くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では、「聞いたことがあり、内容も知っている」の割

合が 37.6％と「ふたり親世帯」と比べてやや高くなっている。 
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中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない（今回初めて知った） 無回答
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（１０）生活満足度 

中学生票問 20 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まったく満足

していない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。（あてはまるもの１つに○） 

 

生活満足度については、「0～2」が 4.2％、「3～4」が 10.4％、「5」が 11.8、「6～7」が 25.8％、

「8～10」が 47.8％となっており、満足度が高い方の回答割合（6～10）は 73.5％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では「6～10」に該当する割合

は 68.3％と他の世帯と比べて低くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では、「6～10」に該当する割合は 68.2％で、「ふたり

親世帯」に比べて生活満足度が低くなっている。 
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中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

0～2 3～4 5 6～7 8～10
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（１１）子どもの心理的な状態 

中学生票問 21 以下のそれぞれの質問について、「１ あてはまらない」「２ まああてはまる」「３ あては

まる」のどれかから回答してください。答えに自信がなくても、あるいは、その質問がばからしいと思え

たとしても、全部の質問に答えてください。あなたのここ半年くらいのことを考えて答えてください。（a

～o それぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

「子供の心理的な状態」に関して、調査では「強さと困難さアンケート（SDQ：Strengths and 

Difficulties Questionnaire）」の調査項目のうち、「情緒（不安や抑うつなど）」の問題、「仲間

関係」の問題、「向社会性」を把握するための項目を設定した。 

採点方法は、ひとつの質問ごとに 0 点（あてはまらない）から 2 点（あてはまる）を振り、合

計を計算した。 

 

・情緒の問題 

b) 私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気持ちが悪くなったりする。 

e) 私は、心配ごとが多く、いつも不安だ。 

h) 私は、落ち込んでしずんでいたり、涙ぐんだりすることがよくある。 

j) 私は、新しい場面に直面すると不安になり、自信をなくしやすい。 

o) 私は、こわがりで、すぐにおびえたりする。 

 

「情緒の問題」に関して、５つの項目（b、e、h、j、o）の結果を足し合わせて、スコアを算出

した（0～10点：得点が高いほど、問題性が高いと考えられる）。 

 

全体の「情緒の問題」の平均値は 4.10となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値以上」の世帯では 4.05、「中央値の 2分の 1以上中央値

未満」の世帯では 4.25、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 4.33となっている。 

世帯の状況別にみると、「ふたり親世帯」では 4.10、「ひとり親世帯」では 4.56となっている。 
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＜等価世帯収入水準＞
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中央値の2分の1以上中央値未満（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）
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・仲間関係の問題 

d) 私は、たいてい一人でいる。だいたいいつも一人で遊ぶか、人と付き合うことを避ける。 

g) 私は、仲の良い友だちが少なくとも一人はいる。 

i) 私は、同じくらいの年齢の子どもからは、だいたいは好かれている。 

l) 私は、他の子どもから、いじめられたり、からかわれたりする。 

n) 私は、他の子どもたちより、大人といる方がうまくいく。 

 

「仲間関係の問題」に関して、５つの項目（d、g、i、l、n）の結果を足し合わせて、スコア

を算出した（0～10点：得点が高いほど、問題性が高いと考えられる）。 

※g、i の項目は逆転項目としてスコアを算出 

 

全体の「仲間関係の問題」の平均値は 2.37となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値以上」の世帯では 2.31、「中央値の 2分の 1以上中央値

未満」の世帯では 2.32、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 2.41となっている。 

世帯の状況別にみると、「ふたり親世帯」では 2.30、「ひとり親世帯」では 2.42となっている。 
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中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）
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・向社会性 

a) 私は、他人に対して親切にするようにしている。私は、他人の気持ちをよく考える。 

c) 私は、他の子どもたちと、よく分け合う（食べ物・ゲーム・ペンなど）。 

f) 私は、誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける。 

k) 私は、年下の子どもたちに対してやさしくしている。 

m) 私は、自分からすすんでよくお手伝いをする（親・先生・他の子供たちなど）。 

 

「向社会性」に関して、５つの項目（a、c、f、k、m）の結果を足し合わせて、スコアを算出

した（0～10点：得点が高いほど、社会性が高いと考えられる）。 

 

全体の「向社会性」の平均値は 5.95となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値以上」の世帯では 5.97、「中央値の 2分の 1以上中央値

未満」の世帯では 5.97、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 5.99となっている。 

世帯の状況別にみると、「ふたり親世帯」では 5.94、「ひとり親世帯」では 6.16となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※等価世帯収入水準別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  
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＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）
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（１２）逆境体験 

中学生票問 23 あなたは今までに、以下の a～h のようなことがありましたか。あてはまる個数を答えて

ください。（あてはまるもの１つに○） 

a 一緒に住んでいる大人から、あなたの悪口を言い立てられる、けなされる、恥をかかされる、または、身体を傷つけ

られる危険を感じるようなふるまいをされることがよくある 

b 一緒に住んでいる大人から、押される、つかまれる、たたかれる、物を投げつけられるといったことがよくある。ま

たは、けがをするほど強くなぐられたことが一度でもある 

c 家族のだれからも愛されていない、大切にされていない、支えてもらえていないと感じることがある 

d 必要な食事や衣服を与えられなかったり、自分を守ってくれる人はだれもいないと感じることがある 

e 両親が、別居または離婚をしたことが一度でもある 

f 一緒に住んでいる家族が、だれかに押されたり、つかまれたり、けられたりしたことがよくある、または、くり返し

なぐられたり、刃物などでおどされたことが一度でもある 

g 一緒に住んでいる人に、お酒を飲んだり麻薬などで自身の生活や人間関係を損なうようなふるまいをした人がいる 

h 一緒に住んでいる人に、うつ病やその他の心の病気の人、または自殺しようとした人がいる 

 

「逆境体験」について、8 つの項目を基に状況把握を行った。8 つの項目のうち、「ひとつもあ

てはまらない（０個）」は 66.5%、「１～２個あてはまる」は 23.1%、「３個以上あてはまる」は 7.1%

となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では、「ひとつもあてはまらな

い（０個）」が 46.3％で他の世帯と比べて低くなっており、他方で１個以上あてはまる割合が高く

なっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では、「ひとつもあてはまらない（０個）」が 24.7％で

「ふたり親世帯」と比べて低くなっており、他方で１個以上あてはまる割合が高くなっている。

（※「e 両親が、別居または離婚をしたことが一度でもある」の項目があり、特にこの点についてひとり親世帯で

は該当する者の割合が高くなっていると考えられる。） 
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中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

ひとつもあてはまらない（０個） １～２個あてはまる ３個以上あてはまる 無回答
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（１３）逆境体験と子どもの状況 

 

 「逆境体験」の経験の有無（「ひとつもあてはまらない（０個）」であるか、１個以上あてはまる

か）により分類し、子どもの生活満足度の平均値を比較すると、逆境体験の経験がない場合には

生活満足度の平均値は 7.41、逆境体験の経験がある場合には 6.18となっている。 

また、等価世帯収入水準で分類した上で、逆境体験の経験の有無別に子どもの生活満足度をみ

ると、等価世帯収入水準がいずれの場合であっても、逆境体験の経験がある場合は生活満足度の

平均値が低くなっている。 

 

 
 

＜等価世帯収入水準＞ 
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４．新型コロナウイルス感染症の影響 

４-１．保護者の状況 

（１）新型コロナウイルス感染症の影響 

保護者票問 26 あなたのご家庭の現在の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡大前（2020 年２月以前）

から比べて、どのように変わりましたか。（a～f それぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

a) 世帯全体の収入の変化 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「世帯全体の収入の変化」

は、「増えた」が 10.0％、「減った」が 24.4％、「変わらない」が 64.4％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「減った」の割合は、「中央値以上」の世帯では 13.1％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 33.1％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 47.2％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「減った」の割合は、「ふたり親世帯」では 22.9％、「ひとり親世帯」で

は 34.4％となっている。 
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＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

増えた 減った 変わらない 無回答
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b) 生活に必要な支出の変化 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「生活に必要な支出の変化」

は、「増えた」が 62.0％、「減った」が 3.2％、「変わらない」が 34.3％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、「中央値以上」の世帯では 58.8％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 66.6％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 66.3％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」では 62.2％、「ひとり親世帯」で

は 61.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※世帯の状況別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  
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＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

増えた 減った 変わらない 無回答
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c) お金が足りなくて、必要な食料や衣服を買えないこと 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「お金が足りなくて、必要

な食料や衣服を買えないこと」は、「増えた」が 14.3％、「減った」が 2.0％、「変わらない」が

82.4％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、「中央値以上」の世帯では 7.0％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 17.5％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 38.2％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」では 12.4％、「ひとり親世帯」で

は 26.9％となっている。 

 

 

 

 

  

14.3

7.0

17.5

38.2

12.4

26.9

28.4

2.0

1.9

2.3

2.2

1.9

3.2

2.5

82.4

89.9

79.1

58.4

84.6

68.8

69.1

1.3

1.2

1.0

1.1

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

増えた 減った 変わらない 無回答
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d) お子さんと話をすること 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「お子さんと話をすること」

は、「増えた」が 13.8％、「減った」が 5.0％、「変わらない」が 80.4％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「減った」の割合は、「中央値以上」の世帯では 5.2％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 4.6％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 4.5％とな

っている。 

世帯の状況別にみると、「減った」の割合は、「ふたり親世帯」では 4.9％、「ひとり親世帯」で

は 5.4％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 3.7％となっている。 

 

 

 

 

  

13.8

12.6

12.6

22.5

13.3

18.3

21.0

5.0

5.2

4.6

4.5

4.9

5.4

3.7

80.4

81.7

81.5

71.9

81.0

75.3

74.1

0.8

0.5

1.3

1.1

0.7

1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

増えた 減った 変わらない 無回答
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e) 家庭内で言い争ったり、もめごとが起こること 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「家庭内で言い争ったり、

もめごとが起こること」は、「増えた」が 13.6％、「減った」が 5.0％、「変わらない」が 79.7％と

なっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、「中央値以上」の世帯では 12.2％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 15.9％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 14.6％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」では 14.6％、「ひとり親世帯」で

は 6.5％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 4.9％となっている。 

 

 

 

 

  

13.6

12.2

15.9

14.6

14.6

6.5

4.9

5.0

2.8

6.3

10.1

4.3

10.8

9.9

79.7

83.8

75.5

74.2

79.4

81.7

84.0

1.8

1.2

2.3

1.1

1.8

1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

増えた 減った 変わらない 無回答
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f) あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこと 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「あなた自身がイライラや

不安を感じたり、気分が沈むこと」は、「増えた」が 32.4％、「減った」が 3.1％、「変わらない」

が 63.6％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、「中央値以上」の世帯では 27.6％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 38.1％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 39.3％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」では 33.5％、「ひとり親世帯」で

は 26.9％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 29.6％となっている。 

 

 

 

 

32.4

27.6

38.1

39.3

33.5

26.9

29.6

3.1

2.6

3.0

3.4

2.9

5.4

4.9

63.6

69.8

57.0

56.2

63.0

65.6

63.0

0.9

2.0

1.1

0.5

2.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=848）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=427）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

中央値の2分の1未満（n=89）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=728）

ひとり親世帯（n=93）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

増えた 減った 変わらない 無回答
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（２）新型コロナウイルス感染症の影響と保護者の現在の状況との関係 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響について、「世帯全体の収入の変化」の状況別に保護

者の心理的な状態（Ｋ６のスコア：３-１-８．（１）保護者の心理的な状態（59ページ）参照）

について集計をした。収入の変化について「減った」と回答した場合、Ｋ６のスコアが「13点

以上」の割合は 16.4％となっており、収入の変化が「変わらない」や「増えた」場合と比べて

高くなっている。 

 

 

Ｋ６のスコア 13点以上の割合 

 
 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

 

 

 

 

  

9.6
8.2

16.4

7.1

0%

5%

10%

15%

20%

全体

（n=848）

収入の変化：

増えた

（n=85）

収入の変化：

減った

（n=207）

収入の変化：

変わらない

（n=546）

1.7

16.1

5.2

15.0 15.0
10.7

100.0

21.4

9.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

収入の変化：

増えた

（n=60）

収入の変化：

減った

（n=56）

収入の変化：

変わらない

（n=305）

収入の変化：

増えた

（n=20）

収入の変化：

減った

（n=100）

収入の変化：

変わらない

（n=178）

収入の変化：

増えた

（n=3）

収入の変化：

減った

（n=42）

収入の変化：

変わらない

（n=44）

中央値以上 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値の2分の1未満
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４-２．子どもの状況 

（１）新型コロナウイルス感染症の影響 

中学生票問 22 あなたの現在の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡大前（2020 年２月以前）と比べ

て、どのように変わったと思いますか。（a～g それぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

a) 学校の授業以外で勉強する時間 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「学校の授業以外で勉強す

る時間」は、「増えた」が 28.8％、「減った」が 10.8％、「変わらない」が 59.7％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、「中央値以上」の世帯では 28.9％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 25.4％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 36.6％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」では 28.4％、「ひとり親世帯」で

は 30.6％となっている。 

 

 

 

  

28.8

28.9

25.4

36.6

28.4

30.6

31.1

10.8

9.4

10.1

11.0

9.9

11.8

12.2

59.7

61.5

64.1

51.2

61.5

56.5

55.4

0.7

0.3

0.4

1.2

0.3

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

増えた 減った 変わらない 無回答
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b) 学校の授業がわからないと感じること 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「学校の授業がわからない

と感じること」は、「増えた」が 31.4％、「減った」が 9.8％、「変わらない」が 57.4％となってい

る。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、「中央値以上」の世帯では 27.8％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 30.4％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 48.8％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」では 29.3％、「ひとり親世帯」で

は 42.4％となっている。 

 

 

 

  

31.4

27.8

30.4

48.8

29.3

42.4

40.5

9.8

7.1

11.6

8.5

8.7

12.9

14.9

57.4

64.3

55.4

40.2

60.6

42.4

43.2

1.4

0.8

2.5

2.4

1.5

2.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

増えた 減った 変わらない 無回答
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c) 地域のクラブ活動や学校の部活動で活動する回数 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「地域のクラブ活動や学校

の部活動で活動する回数」は、「増えた」が 28.5％、「減った」が 25.2％、「変わらない」が 45.8％

となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「減った」の割合は、「中央値以上」の世帯では 27.6％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 25.7％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 22.0％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「減った」の割合は、「ふたり親世帯」では 26.4％、「ひとり親世帯」で

は 22.4％となっている。 

 

 

 

  

28.5

24.8

30.4

31.7

26.9

34.1

35.1

25.2

27.6

25.7

22.0

26.4

22.4

20.3

45.8

47.1

42.8

45.1

46.0

42.4

43.2

0.6

0.5

1.1

1.2

0.7

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

増えた 減った 変わらない 無回答
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d) 食事を抜く回数 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「食事を抜く回数」は、「増

えた」が 7.9％、「減った」が 8.2％、「変わらない」が 83.4％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、「中央値以上」の世帯では 4.8％、「中央値

の 2分の 1以上中央値未満」の世帯では 10.5％、「中央値の 2分の 1未満」の世帯では 9.8％とな

っている。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」では 6.7％、「ひとり親世帯」で

は 10.6％となっている。 

 

 

 

  

7.9

4.8

10.5

9.8

6.7

10.6

9.5

8.2

6.3

8.0

7.3

6.4

10.6

10.8

83.4

88.4

80.8

81.7

86.1

78.8

79.7

0.5

0.5

0.7

1.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

増えた 減った 変わらない 無回答



148 

 

 

e) 夜遅くまで起きている回数 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「夜遅くまで起きている回

数」は、「増えた」が 48.0％、「減った」が 6.2％、「変わらない」が 45.1％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、「中央値以上」の世帯では 45.3％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 50.7％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 51.2％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」では 46.6％、「ひとり親世帯」で

は 54.1％となっている。 

 

 

 

  

48.0

45.3

50.7

51.2

46.6

54.1

52.7

6.2

6.6

5.1

6.1

6.0

8.2

8.1

45.1

47.6

43.5

41.5

46.7

37.6

39.2

0.7

0.5

0.7

1.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

増えた 減った 変わらない 無回答
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f) 親以外の大人や友達と話をすること 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「親以外の大人や友達と話

をすること」は、「増えた」が 35.9％、「減った」が 10.8％、「変わらない」が 52.2％となってい

る。 

等価世帯収入水準別にみると、「減った」の割合は、「中央値以上」の世帯では 9.9％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 10.9％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 14.6％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「減った」の割合は、「ふたり親世帯」では 10.9％、「ひとり親世帯」で

は 12.9％となっている。 

 

 

 

  

35.9

32.2

38.0

40.2

33.7

38.8

39.2

10.8

9.9

10.9

14.6

10.9

12.9

12.2

52.2

57.0

49.6

45.1

54.5

45.9

47.3

1.1

1.0

1.4

0.9

2.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

増えた 減った 変わらない 無回答
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g) イライラや不安を感じたり、気分が沈むこと 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により変化があった内容について、「イライラや不安を感じた

り、気分が沈むこと」は、「増えた」が 35.7％、「減った」が 8.3％、「変わらない」が 55.4％とな

っている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、「中央値以上」の世帯では 32.9％、「中央値

の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 34.8％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では 45.1％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」では 34.3％、「ひとり親世帯」で

は 38.8％となっている。 
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32.9

34.8

45.1

34.3

38.8

39.2

8.3

8.4

6.5

8.5

7.3

8.2

8.1

55.4

58.5

57.2

45.1

57.5

52.9

52.7

0.6

0.3

1.4

1.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

増えた 減った 変わらない 無回答
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（２）新型コロナウイルス感染症の影響と子どもの現在の状況との関係 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響について、「学校の授業がわからないと感じること」

の状況別に子どもの生活満足度について集計すると、生活満足度の平均値は、「学校の授業がわ

からないと感じること」について「増えた」と回答した場合は 6.47、「減った」と回答した場合

は 7.53、「変わらない」と回答した場合は 7.29となっている。 

また、等価世帯収入の水準で分類した上で、「学校の授業がわからないと感じること」の状況

別に子どもの生活満足度について集計すると、等価世帯収入の水準がいずれの場合であっても、

「学校の授業がわからないと感じること」について「増えた」と回答した場合は「減った」と回

答した場合より生活満足度の平均値が低くなっている。 

 

生活満足度（0～10点）の平均値 

 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

 

  

7.03
6.47

7.53 7.29

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

全体

（n=998）

授業がわから

ないこと：

増えた

（n=313）

授業がわから

ないこと：

減った

（n=98）

授業がわから

ないこと：

変わらない

（n=573）

6.55

8.07
7.68

6.43

7.41
7.04

6.68

8.43

6.39

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

授業がわから

ないこと：

増えた

（n=110）

授業がわから

ないこと：

減った

（n=28）

授業がわから

ないこと：

変わらない

（n=254）

授業がわから

ないこと：

増えた

（n=84）

授業がわから

ないこと：

減った

（n=32）

授業がわから

ないこと：

変わらない

（n=153）

授業がわから

ないこと：

増えた

（n=40）

授業がわから

ないこと：

減った

（n=7）

授業がわから

ないこと：

変わらない

（n=33）

中央値以上 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値の2分の1未満
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５．支援の利用状況や効果等 

５-１．保護者の状況 

（１）支援制度の利用状況 

保護者票問 27 あなたのご家庭では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。（a～ｈそ

れぞれについて、１～３のあてはまるもの１つに○）また、「３ 利用したことがない」場合、その理由は

何ですか。（①～⑦のあてはまるものすべてに○） 

 

支援制度の利用状況について、「児童扶養手当」に関しては、「現在利用している」の割合が約 1

割、「就学援助」、「生活保護」、「生活困窮者の自立支援相談窓口」、「母子家庭等就業・自立支援セ

ンター」、「子ども食堂」、「子どもに勉強を無料で教えてくれる場所」、「フードバンク、フードパ

ントリー」の割合は 1割未満となっている。 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計すると、「現在利用している」の

割合は、「就学援助」については 41.6％、「児童扶養手当」については 46.1％となっている。それ

以外は、「現在利用している」の割合は 1割未満となっている。 

「ひとり親世帯」に限って集計すると、「現在利用している」の割合は、「就学援助」について

は 46.2％、「児童扶養手当」については 60.2％となっている。「ひとり親世帯（母子家庭）」のみ

に限って集計すると、「現在利用している」の割合は、「就学援助」については 50.6％、「児童扶養

手当」については 65.4％と過半数を占めている。 

 

 

 

  

7.2

0.2

0.2

10.1

0.5

1.1

1.2

0.5

2.5

0.8

0.1

3.7

1.2

1.8

2.2

0.6

89.5

97.5

97.6

85.0

97.2

96.2

95.9

97.6

0.8

1.4

2.0

1.2

1.2

0.9

0.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=848）

b 生活保護（n=848）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=848）

d 児童扶養手当（n=848）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=848）

f 子ども食堂（n=848）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=848）

h フードバンク、フードパントリー（n=848）

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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※等価世帯収入が中央値の 2 分の 1以上中央値未満の場合 

 

 

※等価世帯収入が中央値の 2 分の 1未満の場合 

 

6.0

0.3

0.7

9.6

0.7

2.3

1.0

0.7

4.0

1.3

0.3

5.6

1.3

3.0

1.3

0.7

89.4

96.4

96.7

83.1

96.4

93.4

97.0

97.4

0.7

2.0

2.3

1.7

1.7

1.3

0.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=302）

b 生活保護（n=302）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=302）

d 児童扶養手当（n=302）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=302）

f 子ども食堂（n=302）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=302）

h フードバンク、フードパントリー（n=302）

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

41.6

1.1

46.1

1.1

4.5

2.2

5.6

2.2

3.4

2.2

2.2

2.2

2.2

50.6

95.5

96.6

50.6

95.5

97.8

93.3

95.5

2.2

1.1

3.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=89）

b 生活保護（n=89）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=89）

d 児童扶養手当（n=89）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=89）

f 子ども食堂（n=89）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=89）

h フードバンク、フードパントリー（n=89）

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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※ひとり親世帯の場合 

 

 

※ひとり親世帯（母子家庭）の場合 

 

46.2

1.1

60.2

2.2

3.2

2.2

9.7

3.2

15.1

5.4

3.2

2.2

3.2

43.0

91.4

94.6

22.6

91.4

95.7

93.5

93.5

1.1

4.3

5.4

2.2

1.1

1.1

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=93）

b 生活保護（n=93）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=93）

d 児童扶養手当（n=93）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=93）

f 子ども食堂（n=93）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=93）

h フードバンク、フードパントリー（n=93）

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

50.6

1.2

65.4

2.5

3.7

1.2

9.9

3.7

14.8

6.2

3.7

2.5

3.7

38.3

90.1

93.8

17.3

90.1

95.1

92.6

93.8

1.2

4.9

6.2

2.5

1.2

1.2

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=81）

b 生活保護（n=81）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=81）

d 児童扶養手当（n=81）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=81）

f 子ども食堂（n=81）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=81）

h フードバンク、フードパントリー（n=81）

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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（２）支援制度を利用したことがない理由 

 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の場合の支援制度を利用していない理由 

 

 

 

※全体で集計をすると、ほとんどが「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うか

ら」の回答となるため、等価世帯収入の水準が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計を

行った。次頁以降に各支援制度の全体結果と分析を掲載。 

  

55.6

77.6

65.1

80.0

48.2

44.8

26.5

41.2

13.3

8.2

8.1

6.7

28.2

14.9

12.0

11.8

6.7

2.4

7.0

2.2

7.1

6.9

25.3

18.8

20.0

1.2

5.8

2.2

3.5

5.7

12.0

7.1

9.2

10.8

2.4

2.2

1.2

3.5

4.7

1.1

3.6

1.2

8.9

5.9

5.8

1.2

2.3

3.5

8.9

9.4

12.8

8.9

12.9

20.7

20.5

18.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a 就学援助（n=45）

b 生活保護（n=85）

c 生活困窮者の自立支援相談窓口（n=86）

d 児童扶養手当（n=45）

e 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=85）

f 子ども食堂（n=87）

g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所

（n=83）

h フードバンク、フードパントリー（n=85）

制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できないから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答
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a 就学援助 

「就学援助」を利用していない理由について、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だ

と思うから」が 87.4％となっている。 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計すると、「制度の対象外（収入等

の条件を満たさない）だと思うから」が 55.6％、「利用したいが、手続がわからなかったり、利用

しにくいから」が 20.0％、「利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから」が 13.3％、

「生活に困っていると思われたくないから」、「それ以外の理由」が 8.9％となっている。 

「ひとり親世帯」に限って集計すると、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思う

から」が 45.0％、「利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから」が 22.5％、「利

用はできるが、特に利用したいと思わなかったから」、「それ以外の理由」が 12.5％となっている。 

 

 
 

  

87.4

3.7

2.4

4.7

0.1

1.2

1.8

3.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できない

から

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=759）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

 

84.8

3.7

3.3

7.8

0.4

1.1

2.2

3.3

3.3

55.6

13.3

6.7

20.0

0.0

2.2

8.9

8.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

中央値の2分の1以上中央値未満（n=270）

中央値の2分の1未満（n=45）

45.0

12.5

5.0

22.5

0.0

2.5

5.0

12.5

7.5

35.5

16.1

3.2

22.6

0.0

3.2

3.2

16.1

9.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

ひとり親世帯（n=40）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=31）
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b 生活保護 

「生活保護」を利用していない理由について、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だ

と思うから」が 93.1％となっている。 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計すると、「制度の対象外（収入等

の条件を満たさない）だと思うから」が 77.6％、「それ以外の理由」が 9.4％、「利用はできるが、

特に利用したいと思わなかったから」が 8.2％となっている。 

「ひとり親世帯」に限って集計すると、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思う

から」が 77.6％、「それ以外の理由」が 8.2％、「利用はできるが、特に利用したいと思わなかっ

たから」が 7.1％となっている。 

 

 
  

93.1

1.5

0.8

0.8

0.0

0.5

1.6

2.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できない

から

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=827）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

  

94.2

1.4

0.7

1.4

0.0

0.0

2.1

2.1

1.4

77.6

8.2

2.4

1.2

0.0

1.2

5.9

9.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

中央値の2分の1以上中央値未満（n=291）

中央値の2分の1未満（n=85）

77.6

7.1

3.5

3.5

0.0

1.2

3.5

8.2

2.4

75.3

6.8

4.1

4.1

0.0

1.4

4.1

9.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=73）
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c 生活困窮者の自立支援相談窓口 

「生活困窮者の自立支援相談窓口」を利用していない理由について、「制度の対象外（収入等の

条件を満たさない）だと思うから」が 89.0％となっている。 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計すると、「制度の対象外（収入等

の条件を満たさない）だと思うから」が 65.1％、「それ以外の理由」が 12.8％、「利用はできるが、

特に利用したいと思わなかったから」が 8.1％、「利用したいが、今までこの支援制度を知らなか

ったから」が 7.0％となっている。 

「ひとり親世帯」に限って集計すると、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思う

から」が 60.2％、「それ以外の理由」が 13.6％、「利用はできるが、特に利用したいと思わなかっ

たから」が 10.2％、「利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから」が 8.0％とな

っている。 

 

 
  

89.0

2.7

2.3

1.9

0.0

0.8

1.3

4.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できない

から

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=828）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

 

86.6

3.8

3.1

3.1

0.0

0.3

1.7

4.8

1.4

65.1

8.1

7.0

5.8

0.0

3.5

5.8

12.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

中央値の2分の1以上中央値未満（n=292）

中央値の2分の1未満（n=86）

60.2

10.2

5.7

8.0

0.0

1.1

3.4

13.6

3.4

56.6

10.5

6.6

9.2

0.0

1.3

3.9

14.5

3.9

0% 20% 40% 60% 80%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

ひとり親世帯（n=88）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=76）
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d 児童扶養手当 

「児童扶養手当」を利用していない理由について、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）

だと思うから」が 95.4％となっている。 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計すると、「制度の対象外（収入等

の条件を満たさない）だと思うから」が 80.0％、「それ以外の理由」が 8.9％、「利用はできるが、

特に利用したいと思わなかったから」が 6.7％となっている。 

「ひとり親世帯」に限って集計すると、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思う

から」が 76.2％、「それ以外の理由」が 14.3％となっている。 

 

 
  

95.4

1.1

0.7

0.6

0.0

0.4

0.0

2.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できない

から

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=721）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

 

96.0

0.8

1.2

1.2

0.0

0.4

0.0

2.0

1.2

80.0

6.7

2.2

2.2

0.0

0.0

0.0

8.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

中央値の2分の1以上中央値未満（n=251）

中央値の2分の1未満（n=45）

76.2

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

14.3

4.8

64.3

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

21.4

7.1

0% 20% 40% 60% 80%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

ひとり親世帯（n=21）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=14）
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e 母子家庭等就業・自立支援センター 

「母子家庭等就業・自立支援センター」を利用していない理由について、「制度の対象外（収入

等の条件を満たさない）だと思うから」が 87.6％となっている。 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計すると、「制度の対象外（収入等

の条件を満たさない）だと思うから」が 48.2％、「利用はできるが、特に利用したいと思わなかっ

たから」が 28.2％、「それ以外の理由」が 12.9％となっている。 

「ひとり親世帯（母子家庭）」に限って集計すると、「利用はできるが、特に利用したいと思わ

なかったから」が 37.0％、「それ以外の理由」が 16.4％となっている。 

 

 
  

87.6

5.3

1.2

0.8

0.4

1.0

0.4

4.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できない

から

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=824）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

 

89.0

3.4

0.7

1.4

1.0

0.7

0.3

3.4

2.1

48.2

28.2

7.1

3.5

0.0

4.7

1.2

12.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

中央値の2分の1以上中央値未満（n=291）

中央値の2分の1未満（n=85）

37.6

32.9

5.9

5.9

1.2

5.9

1.2

15.3

2.4

30.1

37.0

6.8

6.8

1.4

6.8

1.4

16.4

2.7

0% 10% 20% 30% 40%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=73）
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f 子ども食堂（自分や友人の家以外で夕ごはんを無料か安く食べることができる場所） 

「子ども食堂」を利用していない理由について、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）

だと思うから」が 70.6％、「利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから」が 10.4％と

なっている。 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計すると、「制度の対象外（収入等

の条件を満たさない）だと思うから」が 44.8％、「それ以外の理由」が 20.7％、「利用はできるが、

特に利用したいと思わなかったから」が 14.9％、「利用したいが、場所が遠く利用できないから」

が 9.2％となっている。 

「ひとり親世帯」に限って集計すると、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思う

から」が 27.0％、「それ以外の理由」が 25.8％、「利用はできるが、特に利用したいと思わなかっ

たから」が 21.3％、「利用したいが、場所が遠く利用できないから」が 11.2％となっている。 

 

 
  

70.6

10.4

2.8

5.0

4.0

1.5

1.5

9.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できない

から

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=816）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

 

67.7

12.1

2.1

6.7

5.0

1.8

3.2

8.9

2.5

44.8

14.9

6.9

5.7

9.2

1.1

2.3

20.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

中央値の2分の1以上中央値未満（n=282）

中央値の2分の1未満（n=87）

27.0

21.3

6.7

9.0

11.2

2.2

1.1

25.8

5.6

23.4

22.1

7.8

7.8

11.7

2.6

1.3

27.3

5.2

0% 10% 20% 30%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

ひとり親世帯（n=89）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=77）
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g 子どもに勉強を無料で教えてくれる場所 

「子どもに勉強を無料で教えてくれる場所」を利用していない理由について、「制度の対象外（収

入等の条件を満たさない）だと思うから」が 48.3％、「利用したいが、今までこの支援制度を知ら

なかったから」が 18.6％となっている。 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計すると、「制度の対象外（収入等

の条件を満たさない）だと思うから」が 26.5％、「利用したいが、今までこの支援制度を知らなか

ったから」が 25.3％、「それ以外の理由」が 20.5％、「利用はできるが、特に利用したいと思わな

かったから」、「利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから」が 12.0％となって

いる。 

「ひとり親世帯」に限って集計すると、「それ以外の理由」が 26.4％、「利用したいが、今まで

この支援制度を知らなかったから」が 20.7％、「利用したいが、手続がわからなかったり、利用し

にくいから」が 18.4％となっている。 

 

 
  

48.3

12.7

18.6

10.8

3.8

1.0

0.2

13.8

1.4

0% 20% 40% 60%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できない

から

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=813）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

 

44.0

12.3

22.2

14.0

3.4

0.3

0.7

12.6

2.4

26.5

12.0

25.3

12.0

10.8

3.6

0.0

20.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

中央値の2分の1以上中央値未満（n=293）

中央値の2分の1未満（n=83）

13.8

12.6

20.7

18.4

12.6

3.4

0.0

26.4

4.6

13.3

12.0

21.3

18.7

13.3

4.0

0.0

26.7

4.0

0% 10% 20% 30%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

ひとり親世帯（n=87）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=75）
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h フードバンク、フードパントリー 

「フードバンク、フードパントリー」を利用していない理由について、「制度の対象外（収入等

の条件を満たさない）だと思うから」が 63.6％、「それ以外の理由」が 14.3％となっている。 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の世帯に限って集計すると、「制度の対象外（収入等

の条件を満たさない）だと思うから」が 41.2％、「利用したいが、今までこの支援制度を知らなか

ったから」、「それ以外の理由」が 18.8％となっている。 

「ひとり親世帯」に限って集計すると、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思う

から」、「それ以外の理由」が 24.1％、「利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから」

が 21.8％となっている。 

 

 
  

63.6

8.8

8.6

5.4

1.2

1.1

0.8

14.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できない

から

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=828）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

 

＜世帯＞ 

 

58.8

7.8

10.5

7.1

1.7

1.4

1.0

14.3

2.7

41.2

11.8

18.8

7.1

2.4

1.2

3.5

18.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

中央値の2分の1以上中央値未満（n=294）

中央値の2分の1未満（n=85）

24.1

14.9

21.8

9.2

3.4

2.3

2.3

24.1

4.6

25.0

14.5

22.4

9.2

3.9

2.6

1.3

25.0

3.9

0% 10% 20% 30%

制度の対象外（収入等の条件を満たさ

ない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから

利用したいが、場所が遠く利用できな

いから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

それ以外の理由

無回答

ひとり親世帯（n=87）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=76）
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（３）希望する支援制度 

保護者票問 28 あなたは、問 27 の制度以外に、どのような支援があるとよいと思いますか。自由に記入

してください。 

 

自由記述の内容ごとに以下の表にまとめた。 

「大学までの進学支援や無償化」、「学用品（制服、体操服、教材、部活用品等）の支援や譲渡

会の実施」、「給食無償化」、「所得等の制限のない支援」といった支援が多く求められている。 

 

 

 

 

  

中央値以上

中央値の

2分の1以上

中央値未満

中央値の

2分の1未満

ふたり親

世帯

ひとり親

世帯

大学までの進学支援や無償化 31 17 12 2 26 3

学用品（制服、体操服、教材、部活
用品等）の支援や譲渡会の実施

23 16 5 2 22 1

給食無償化 20 6 14 0 18 1

所得等の制限のない支援 17 10 6 1 13 3

習い事や学校・部活動の
送迎サービス・通学定期券の支援

12 7 2 1 11 1

多子世帯支援
（子どもの人数に合わせた支援）

11 7 2 1 11 0

学習塾や習い事の費用支援 9 1 7 1 8 1

気軽に悩み相談等ができる
窓口や交流の場

7 3 3 1 6 1

一時預かり 6 3 3 0 6 0

不登校児への支援 4 3 1 0 3 0

ひとり親世帯への支援の充実
（住宅支援、正規雇用支援等）

4 0 0 4 0 4

放課後や休日等の学習場所の提供 4 4 0 0 4 0

減税 3 2 1 0 3 0

水道光熱費の支援 2 0 1 1 0 2

児童手当を高校まで 2 0 2 0 2 0

教育資金支援 2 0 2 0 2 0

障がい児支援 2 1 1 0 1 1

その他 45 18 19 7 38 7

内容 件数

等価世帯収入水準 世帯
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５-２．子どもの状況 

（１）支援等の利用状況 

中学生票問 24 あなたは、次の a～c のような場所を利用したことがありますか。また、利用したことは

ない場合、今後利用したいと思いますか。（a～c それぞれについて、あてはまるもの１つに○）「３ 今後

も利用したいと思わない」又は「４ 今後利用したいかどうか分からない」場合、その理由は何ですか。（①

～⑤のあてはまるもの 1 つに○） 

 

a (自分や友人の家以外で）夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂など） 

 

支援制度や居場所等の利用状況について、「(自分や友人の家以外で）夕ごはんを無料か安く食

べることができる場所（子ども食堂など）」に関しては、「利用したことがある」が 10.0％、「あれ

ば利用したいと思う」が 34.7％、「今後も利用したいと思わない」が 21.3％、「今後も利用したい

かどうか分からない」が 30.4％となっている。今後も利用したいと思わない理由としては「知ら

ない人と関わりたくないから」が 28.6％、今後利用したいかどうか分からない理由としては「利

用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから」が 23.1％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「利用したことがある」の割合は、「中央値以上」の世帯では 6.8％、

「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 13.8％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では

12.2％となっている。「あれば利用したいと思う」の割合は、それぞれ、37.2％、30.4％、35.4％

となっている。 

世帯の状況別にみると、「利用したことがある」の割合は、「ふたり親世帯」では 9.6％、「ひと

り親世帯」では 11.8％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 13.5％となっている。「あれば利用し

たいと思う」の割合は、それぞれ、34.6％、32.9％、35.1％となっている。 

  

10.0

6.8

13.8

12.2

9.6

11.8

13.5

34.7

37.2

30.4

35.4

34.6

32.9

35.1

21.3

23.0

19.2

18.3

21.0

17.6

17.6

30.4

29.4

32.2

30.5

30.4

36.5

32.4

3.6

3.5

4.3

3.7

4.3

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

利用したことがある

〈利用したことはない〉あれば利用したいと思う

〈利用したことはない〉今後も利用したいと思わない

〈利用したことはない〉今後利用したいかどうか分からない

無回答
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※今後も利用したいと思わない理由 

 

 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

6.6

28.6

15.0

0.9

47.4

1.4

0% 20% 40% 60%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=213）

7.7

23.1

14.3

1.1

53.8

0.0

5.7

37.7

9.4

0.0

45.3

1.9

0.0

13.3

20.0

0.0

66.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

中央値以上（n=91）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=53）

中央値の2分の1未満（n=15）
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＜世帯＞ 

 

  

7.1

26.2

13.5

0.7

51.8

0.7

0.0

33.3

6.7

0.0

60.0

0.0

0.0

30.8

7.7

0.0

61.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

ふたり親世帯（n=141）

ひとり親世帯（n=15）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=13）
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※今後利用したいかどうか分からない理由 

 

 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

23.1

18.8

11.2

4.3

40.9

1.7

0% 20% 40% 60%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=303）

25.9

12.1

10.3

4.3

46.6

0.9

18.0

27.0

13.5

5.6

34.8

1.1

24.0

16.0

16.0

8.0

32.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

中央値以上（n=116）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=89）

中央値の2分の1未満（n=25）
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＜世帯＞ 

 

  

24.5

17.2

13.2

5.4

38.7

1.0

16.1

25.8

6.5

3.2

45.2

3.2

16.7

29.2

4.2

4.2

41.7

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

ふたり親世帯（n=204）

ひとり親世帯（n=31）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=24）
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b 勉強を無料でみてくれる場所 

 

支援制度や居場所等の利用状況について、「勉強を無料でみてくれる場所」に関しては、「利用

したことがある」が 9.3％、「あれば利用したいと思う」が 44.8％、「今後も利用したいと思わな

い」が 23.3％、「今後も利用したいかどうか分からない」が 19.2％となっている。今後も利用し

たいと思わない理由としては「知らない人と関わりたくないから」が 33.0％、今後利用したいか

どうか分からない理由としては「利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから」

が 21.4％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「利用したことがある」の割合は、「中央値以上」の世帯では 8.6％、

「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 8.0％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では

13.4％となっている。「あれば利用したいと思う」の割合は、それぞれ、47.3％、41.3％、43.9％

となっている。 

世帯の状況別にみると、「利用したことがある」の割合は、「ふたり親世帯」では 8.1％、「ひと

り親世帯」では 16.5％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 18.9％となっている。「あれば利用し

たいと思う」の割合は、それぞれ、46.0％、40.0％、41.9％となっている。 

 

 

 

  

9.3

8.6

8.0

13.4

8.1

16.5

18.9

44.8

47.3

41.3

43.9

46.0

40.0

41.9

23.3

23.5

24.6

19.5

23.6

18.8

17.6

19.2

17.2

22.5

23.2

19.1

23.5

20.3

3.3

3.3

3.6

3.3

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

利用したことがある

〈利用したことはない〉あれば利用したいと思う

〈利用したことはない〉今後も利用したいと思わない

〈利用したことはない〉今後利用したいかどうか分からない

無回答
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※今後も利用したいと思わない理由 

 

 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

6.4

33.0

2.1

2.1

54.5

1.7

0% 20% 40% 60%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=233）

6.5

29.0

2.2

3.2

58.1

1.1

5.9

39.7

0.0

1.5

48.5

4.4

6.3

31.3

0.0

0.0

62.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

中央値以上（n=93）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=68）

中央値の2分の1未満（n=16）



180 

 

 

＜世帯＞ 

 

  

7.0

33.5

1.9

2.5

52.5

2.5

0.0

37.5

0.0

0.0

62.5

0.0

0.0

38.5

0.0

0.0

61.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

ふたり親世帯（n=158）

ひとり親世帯（n=16）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=13）
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※今後利用したいかどうか分からない理由 

 

 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

21.4

20.8

5.2

2.6

50.0

0.0

0% 20% 40% 60%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=192）

22.1

16.2

4.4

1.5

55.9

0.0

21.0

25.8

4.8

1.6

46.8

0.0

10.5

15.8

10.5

10.5

52.6

0.0

0% 20% 40% 60%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

中央値以上（n=68）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=62）

中央値の2分の1未満（n=19）
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＜世帯＞ 

 

  

20.3

20.3

5.5

3.1

50.8

0.0

20.0

20.0

5.0

0.0

55.0

0.0

20.0

20.0

6.7

0.0

53.3

0.0

0% 20% 40% 60%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

ふたり親世帯（n=128）

ひとり親世帯（n=20）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=15）
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c (家や学校以外で)何でも相談できる場所（電話やネットの相談を含む。） 

 

支援制度や居場所等の利用状況について、「家や学校以外で)何でも相談できる場所（電話やネ

ットの相談を含む。）」に関しては、「利用したことがある」が 6.9％、「あれば利用したいと思う」

が 25.2％、「今後も利用したいと思わない」が 35.5％、「今後も利用したいかどうか分からない」

が 28.9％となっている。今後も利用したいと思わない理由としては「知らない人と関わりたくな

いから」が 38.1％、今後利用したいかどうか分からない理由としては「知らない人と関わりたく

ないから」が 23.6％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「利用したことがある」の割合は、「中央値以上」の世帯では 6.6％、

「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の世帯では 9.1％、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では

4.9％となっている。「あれば利用したいと思う」の割合は、それぞれ、26.3％、21.4％、29.3％と

なっている。 

世帯の状況別にみると、「利用したことがある」の割合は、「ふたり親世帯」では 7.0％、「ひと

り親世帯」では 7.1％、「ひとり親世帯（母子家庭）」では 6.8％となっている。「あれば利用した

いと思う」の割合は、それぞれ、24.6％、27.1％、28.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

※世帯の状況別の結果について、統計的に有意な差は認められなかった。  

6.9

6.6

9.1

4.9

7.0

7.1

6.8

25.2

26.3

21.4

29.3

24.6

27.1

28.4

35.5

34.9

39.1

32.9

36.6

32.9

35.1

28.9

29.1

26.1

29.3

28.2

29.4

27.0

3.6

3.0

4.3

3.7

3.6

3.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=998）

＜等価世帯収入水準＞

中央値以上（n=395）

中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

中央値の2分の1未満（n=82）

＜世帯＞

ふたり親世帯（n=670）

ひとり親世帯（n=85）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=74）

利用したことがある

〈利用したことはない〉あれば利用したいと思う

〈利用したことはない〉今後も利用したいと思わない

〈利用したことはない〉今後利用したいかどうか分からない

無回答
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※今後も利用したいと思わない理由 

 

 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

10.2

38.1

5.6

2.5

42.1

1.4

0% 20% 40% 60%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=354）

9.4

37.0

6.5

1.4

42.8

2.9

11.1

39.8

4.6

0.0

43.5

0.9

14.8

40.7

3.7

11.1

29.6

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

中央値以上（n=138）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=108）

中央値の2分の1未満（n=27）
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＜世帯＞ 

 

  

10.2

39.6

5.3

1.6

41.2

2.0

17.9

35.7

3.6

3.6

39.3

0.0

19.2

38.5

0.0

3.8

38.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

ふたり親世帯（n=245）

ひとり親世帯（n=28）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=26）
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※今後利用したいかどうか分からない理由 

 

 

 

＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

19.1

23.6

6.9

1.7

47.2

1.4

0% 20% 40% 60%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答 全体（n=288）

20.9

23.5

3.5

1.7

48.7

1.7

20.8

23.6

11.1

2.8

40.3

1.4

16.7

0.0

8.3

0.0

70.8

4.2

0% 20% 40% 60% 80%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

中央値以上（n=115）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=72）

中央値の2分の1未満（n=24）
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＜世帯＞ 

 

  

21.7

22.2

5.8

2.1

46.0

2.1

8.0

12.0

16.0

0.0

64.0

0.0

5.0

15.0

15.0

0.0

65.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから

知らない人と関わりたくないから

生活に困っていると思われたくないから

親の許可が得られないから

それ以外の理由

無回答

ふたり親世帯（n=189）

ひとり親世帯（n=25）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=20）
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（２）支援等の利用による変化 

中学生票問 25 前の質問で、１つでも「１ 利用したことがある」と答えた方にお聞きします。そこを利

用したことで、以下のような変化がありましたか。（１～８については、あてはまるものすべてに○） 

 

いずれかの支援等を利用したことがある場合に、利用による変化をどのように考えているかに 

ついて集計を行った。「特に変化はない」以外の回答では、「ほっとできる時間が増えた」が 15.7％、 

「友だちが増えた」と「勉強する時間が増えた」がそれぞれ 13.6％、「勉強がわかるようになった」

が 13.1％、「生活の中で楽しみなことが増えた」が 12.0％となっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯では、「友だちが増えた」、「栄

養のある食事をとれることが増えた」などの割合が他の世帯と比べて高くなっている。 

世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」では、「栄養のある食事をとれることが増えた」、「勉

強がわかるようになった」、「勉強する時間が増えた」などの割合が「ふたり親世帯」と比べて高

くなっている。 

また、利用した支援等の内容別に集計すると、「勉強を無料でみてくれる場所」を利用したこと 

がある場合は、「勉強する時間が増えた」の回答割合が 26.9％、「勉強する時間が増えた」の回答

割合が 22.6％となっている。また、「(家や学校以外で)何でも相談できる場所（電話やネットの相

談を含む。）」を利用したことがある場合は、「ほっとできる時間が増えた」の回答割合が 20.3％と

なっている。 

 

 

  

13.6

5.8

12.0

15.7

5.2

13.1

13.6

3.1

35.1

24.1

0% 10% 20% 30% 40%

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答

全体（n=191）
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＜等価世帯収入水準＞ 

 

  

10.8

6.2

10.8

18.5

4.6

13.8

16.9

3.1

41.5

15.4

11.5

1.6

8.2

14.8

4.9

9.8

4.9

3.3

34.4

26.2

16.7

5.6

16.7

11.1

11.1

11.1

16.7

5.6

38.9

22.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答

中央値以上（n=65）

中央値の2分の1以上中央値未満（n=61）

中央値の2分の1未満（n=18）
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＜世帯＞ 

 

  

11.6

3.3

9.1

14.9

4.1

10.7

9.9

3.3

41.3

20.7

9.1

4.5

13.6

18.2

13.6

18.2

22.7

4.5

27.3

22.7

9.5

4.8

14.3

19.0

14.3

19.0

23.8

4.8

23.8

23.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答

ふたり親世帯（n=121）

ひとり親世帯（n=22）

ひとり親世帯（母子家庭）（n=21）
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＜利用した支援等の内容別＞ 

 

  

13.0

4.0

14.0

11.0

7.0

7.0

5.0

2.0

37.0

32.0

18.3

5.4

12.9

14.0

4.3

22.6

26.9

3.2

22.6

26.9

14.5

7.2

11.6

20.3

4.3

5.8

5.8

5.8

42.0

17.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答

a (自分や友人の家以外で）夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂など）（n=100）

b 勉強を無料でみてくれる場所（n=93）

c (家や学校以外で)何でも相談できる場所（電話やネットの相談を含む。）（n=69）
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（３）聞いてほしいこと、助けてほしいこと 

中学生票問 26 あなたは、誰かに話を聞いてほしいことや、助けてほしいことはありますか。ある場合、

自由に記入してください。 

 

自由記述の内容ごとに以下の表にまとめた。 

「友人や人間関係について」、「自分自身について」、「家庭環境（親や家族）について」といっ

た悩みが多く寄せられた。 

 

 

 

 

  

中央値以上

中央値の

2分の1以上

中央値未満

中央値の

2分の1未満

ふたり親

世帯

ひとり親

世帯

友人や人間関係について 26 10 8 3 20 2

自分自身について 24 8 7 3 13 5

家庭環境（親や家族）について 13 5 4 1 11 0

部活動等について 6 3 2 0 3 2

生きる意味について 6 2 0 0 2 0

性別について 4 2 0 0 2 1

将来について 2 1 0 0 1 0

その他 14 6 4 0 11 0

等価世帯収入水準 世帯

内容 件数
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Ⅲ 国の調査結果との比較 
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１．比較・分析結果 

内閣府が実施した「令和２年度子供の生活状況調査」の結果との比較・分析を行い、有意な差

が認められる項目について記載した。 

 

１-１．保護者 

（１）保護者の生活状況 

現在の暮らしの状況をどのように感じているかについて国と比較すると、「苦しい」と「大変苦

しい」を合わせた割合は、県では 27.8％、国では 25.3％と県の方がやや高くなっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「苦しい」と「大変苦しい」を合わせた割合は、「中央値以上」の

世帯（県：14.8％、国：9.0％）と「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯（県：65.2％、国：57.1％）

で県の方が高い。 

  

  

3.1

1.5

5.2

2.7

1.3

0.2

0.3

11.2

14.0

18.5

24.9

4.0

3.6

2.2

2.7

57.9

58.5

61.6

63.3

60.9

59.3

32.6

39.9

22.9

19.7

13.6

7.3

27.2

30.5

48.3

37.5

5.0

5.6

1.2

1.7

6.6

6.3

16.9

19.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=848）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=427）

国 中央値以上（n=1312）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=961）

県 中央値の2分の1未満（n=89）

国 中央値の2分の1未満（n=336）

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答
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（２）保護者の収入状況 

世帯全員のおおよその年間収入（税込）について国と比較すると、県では「500～600万円未満」

が 13.7％で最も割合が高く、国では「1000万円以上」が 15.3％で最も割合が高くなっている。 

また、県では「等価世帯収入の中央値：290.69万円、中央値の２分の１：145.34万円」、国で

は「等価世帯収入の中央値：317.54万円、中央値の２分の１：158.77万円」となっており、等

価世帯収入の中央値は県の方が低い。 

 

 

  

0.4

0.5

2.0

2.4

1.9

3.5

3.7

5.8

4.6

8.4

13.7

11.1

10.6

8.0

8.7

12.7

2.1

0.3

1.0

1.9

2.4

3.4

3.6

4.2

5.1

5.5

6.6

12.2

10.5

11.2

7.1

7.7

15.3

2.2

0% 5% 10% 15% 20%

50万円未満

50～100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～250万円未満

250～300万円未満

300～350万円未満

350～400万円未満

400～450万円未満

450～500万円未満

500～600万円未満

600～700万円未満

700～800万円未満

800～900万円未満

900～1000万円未満

1000万円以上

無回答

県 全体（n=848）

国 全体（n=2715）
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（３）保護者の就労状況 

就労状況に関して国と比較すると、「母親」については、「正社員・正規職員・会社役員」の割合

は、県では 32.3％、国では 27.4％と県の方が高く、「働いていない」の割合は、県では 8.5％、国

では 14.6％と県の方が低くなっている。「父親」については、大きな差は見られない。 

等価世帯収入水準別にみると、「母親」については、「正社員・正規職員・会社役員」の割合は、

「中央値以上」の世帯（県：44.7％、国：34.3％）で県の方が高く、他方で「中央値の 2分の 1未

満」の世帯（県：10.1％、国：17.4％）で県の方が低い。「父親」については、「正社員・正規職

員・会社役員」の割合は、「中央値の 2分の 1未満」の世帯（県：32.6％、国：48.1％）で県の方

が低い。 

世帯の状況別にみると、「母親」については、「正社員・正規職員・会社役員」の割合は、「ふた

り親世帯」（県：31.7％、国：26.4％）、「ひとり親世帯（母子家庭）」（県：44.4％、国：40.2％）

ともに県の方が高く、「父親」については、「ひとり親世帯（父子世帯）」（県：66.7％、国：81.1％）

で県の方が低い。 

 

a) 母親 

  

32.3

27.4

44.7

34.3

22.2

22.7

10.1

17.4

31.7

26.4

44.4

40.2

6.6

6.4

6.6

6.2

5.0

6.2

14.6

9.2

5.6

6.2

13.6

10.7

42.7

42.8

35.1

37.7

50.3

50.2

47.2

49.8

44.4

45.0

34.6

35.1

7.9

6.4

5.6

5.2

9.9

6.7

11.2

10.1

8.4

6.5

2.5

6.2

8.5

14.6

7.3

16.1

10.3

13.4

10.1

12.8

9.1

15.8

3.7

7.9

1.1

0.7

0.2

0.5

2.0

0.8

2.2

0.6

0.1

0.1

0.9

1.6

0.5

0.3

4.5

0.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=848）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=427）

国 中央値以上（n=1307）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=947）

県 中央値の2分の1未満（n=89）

国 中央値の2分の1未満（n=327）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=728）

国 ふたり親世帯（n=2341）

県 ひとり親世帯（母子家庭）（n=81）

国 ひとり親世帯（母子家庭）（n=291）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主婦／主夫を含む。）

いない、わからない

無回答



198 

 

 

b) 父親 

 

  

78.4

78.1

89.9

91.5

76.5

80.5

32.6

48.1

85.6

86.1

66.7

81.1

0.6

1.6

0.2

0.2

1.0

3.2

1.1

3.5

0.5

1.6

0.7

0.7

0.2

0.1

0.3

1.2

4.5

2.7

0.7

0.7

8.3

2.7

12.0

9.8

8.4

7.5

14.2

10.7

19.1

21.7

12.2

10.5

25.0

10.8

0.4

1.1

0.3

0.7

1.1

1.1

6.6

0.4

1.1

5.4

6.7

3.2

1.2

0.5

6.6

3.3

36.0

17.4

1.2

5.5

0.7

5.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=848）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=427）

国 中央値以上（n=1302）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=929）

県 中央値の2分の1未満（n=89）

国 中央値の2分の1未満（n=258）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=728）

国 ふたり親世帯（n=2338）

県 ひとり親世帯（父子家庭）（n=12）

国 ひとり親世帯（父子家庭）（n=37）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主婦／主夫を含む。）

いない、わからない

無回答
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（４）進学期待・展望 

子どもが将来どの段階まで進学すると思うかについて国と比較すると、「大学またはそれ以上」

の割合は、県では 45.6％、国では 50.1％と県の方が低くなっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「大学またはそれ以上」の割合は、「中央値以上」の世帯（県：

56.4％、国：67.2％）で県の方が低いが、他方で「高校まで」の割合は、「中央値の 2分の 1以上

中央値未満」の世帯（県：15.2％、国：20.8％）、「中央値の 2分の 1未満」の世帯（県：23.6％、

国：37.5％）で県の方が低い。 

世帯の状況別にみると、「高校まで」の割合は、「ひとり親世帯」（県：21.5％、国：33.6％）で

県の方が低い。 

 

 

   

0.1

0.5

0.3

0.6

1.1

0.9

0.4

1.1

0.9

12.3

16.3

7.0

7.8

15.2

20.8

23.6

37.5

10.7

13.9

21.5

33.6

23.7

19.7

20.8

15.9

26.5

24.3

30.3

22.0

23.4

19.2

29.0

24.1

45.6

50.1

56.4

67.2

36.4

36.5

28.1

25.9

47.7

53.5

30.1

29.8

18.2

12.8

15.7

8.8

21.9

17.8

16.9

13.7

18.1

13.1

18.3

11.6

0.1

0.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=848）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=427）

国 中央値以上（n=1311）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=962）

県 中央値の2分の1未満（n=89）

国 中央値の2分の1未満（n=336）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=728）

国 ふたり親世帯（n=2346）

県 ひとり親世帯（n=93）

国 ひとり親世帯（n=336）

中学まで 高校まで

短大、高等専門学校、専門学校まで 大学またはそれ以上

まだわからない 無回答



200 

 

（５）保護者の心理的な状態 

「保護者の心理的な状態」（Ｋ６のスコア）に関して国と比較すると、全体結果では大きな差は

見られない。 

等価世帯収入水準別にみると、「うつ・不安障害相当」とされている「13点以上」の割合は、「中

央値の 2分の 1未満」の世帯（県：18.0％、国：22.4％）で県の方が低い。 

世帯の状況別にみると、「うつ・不安障害相当」とされている「13点以上」の割合は、「ひとり

親世帯」（県：15.1％、国：19.1％）で県の方が低い。 

 

 

  

55.0

53.8

60.9

63.2

51.0

49.3

41.6

37.7

55.9

56.6

47.3

42.4

24.4

25.3

23.4

23.5

25.5

29.0

23.6

26.1

25.0

25.6

22.6

27.1

7.4

9.7

6.3

7.9

7.6

11.3

12.4

13.8

6.9

9.9

9.7

10.4

9.6

9.2

6.3

5.4

12.3

10.4

18.0

22.4

8.8

7.9

15.1

19.1

3.7

2.1

3.0

3.6

4.5

3.4

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=848）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=427）

国 中央値以上（n=1306）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=944）

県 中央値の2分の1未満（n=89）

国 中央値の2分の1未満（n=326）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=728）

国 ふたり親世帯（n=2311）

県 ひとり親世帯（n=93）

国 ひとり親世帯（n=311）

0～4点 5～9点 10～12点 13点以上 不明・無回答
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（６）新型コロナウイルス感染症の影響 

新型コロナウイルス感染症の拡大による「生活に必要な支出の変化」について国と比較すると、

「増えた」の割合は、県では 62.0％、国では 43.4％と県の方が高くなっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、いずれの世帯でも県の方が高いが、収入の

水準が低い世帯ほど国との差は小さくなっている。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」（県：62.2％、国：41.6％）で

県の方が高い。「ひとり親世帯」では、国との差はほとんど見られない。 

 

 

  

62.0

43.4

58.8

35.3

66.6

48.7

66.3

63.4

62.2

41.6

61.3

58.5

3.2

8.1

1.4

9.4

4.3

7.2

6.7

6.9

2.9

8.4

6.5

6.8

34.3

47.5

39.8

55.3

28.5

44.1

25.8

29.7

34.5

49.9

31.2

34.7

0.5

1.0

0.7

1.1

0.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=848）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=427）

国 中央値以上（n=1312）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=302）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=958）

県 中央値の2分の1未満（n=89）

国 中央値の2分の1未満（n=333）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=728）

国 ふたり親世帯（n=2334）

県 ひとり親世帯（n=93）

国 ひとり親世帯（n=337）

増えた 減った 変わらない 無回答
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（７）支援制度の利用状況 

支援制度の利用状況について国と比較すると（利用の多い等価世帯収入が「中央値の 2 分の 1

未満」の世帯で比較）、「就学援助」に関して「現在利用している」の割合は、県では 41.6％、国

では 58.6％と県の方が高くなっている。 

また、支援制度を利用していない理由について国と比較すると、「就学援助」に関しては「利用

したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから」の割合が、県では 20.0％、国では 7.2％

と県の方が高い。 

 

※等価世帯収入が中央値の 2 分の 1未満の場合 

 
  

41.6

58.6

1.1

6.0

1.0

46.1

46.2

1.1

1.4

5.6

6.6

2.2

2.7

1.7

3.4

3.8

2.2

4.1

50.6

34.8

95.5

91.3

96.6

97.3

50.6

50.0

95.5

94.6

2.2

1.1

3.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 就学援助（n=89）

国 就学援助（n=319）

県 生活保護（n=89）

国 生活保護（n=300）

県 生活困窮者の自立支援相談窓口

（n=89）

国 生活困窮者の自立支援相談窓口

（n=291）

県 児童扶養手当（n=89）

国 児童扶養手当（n=318）

県 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=89）

国 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=294）

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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※等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の場合の支援制度を利用していない理由 

 
  

55.6

77.3

77.6

83.1

65.1

73.6

80.0

85.6

48.2

58.4

13.3

5.2

8.2

3.3

8.1

5.6

6.7

28.2

13.2

6.7

3.1

2.4

0.4

7.0

4.4

2.2

1.4

7.1

4.8

20.0

7.2

1.2

1.2

5.8

5.2

2.2

2.9

3.5

8.8

20.0

7.2

16.5

12.0

22.1

11.2

8.9

10.1

18.8

14.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 就学援助（n=45）

国 就学援助（n=97）

県 生活保護（n=85）

国 生活保護（n=242）

県 生活困窮者の自立支援相談窓口

（n=86）

国 生活困窮者の自立支援相談窓口

（n=250）

県 児童扶養手当（n=45）

国 児童扶養手当（n=139）

県 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=85）

国 母子家庭等就業・自立支援センター

（n=250）

制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答
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２-１．子ども 

（１）授業の理解状況 

学校の授業の理解状況について国と比較すると、全体結果では大きな差は見られない。 

等価世帯収入水準別にみると、「わからないことが多い」と「ほとんどわからない」を足し合わ

せた割合は、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯（県：6.1％、国：24.0％）で県の方が低い。他方

で「教科によってはわからないことがある」の割合は、「中央値の 2 分の 1 未満」の世帯（県：

72.0％、国：47.8％）で県の方が高い。 

 世帯の状況別にみると、「わからないことが多い」と「ほとんどわからない」を足し合わせた

割合は、「ひとり親世帯」（県：11.8％、国：22.2％）で県の方が低い。他方で「教科によってはわ

からないことがある」の割合は、「ひとり親世帯」（県：61.2％、国：46.7％）で県の方が高い。 

 

 
 

  

8.8

10.1

11.1

13.4

8.7

7.7

3.7

5.0

10.1

10.7

4.7

5.6

28.6

34.3

33.9

41.8

26.1

28.9

18.3

23.1

31.2

35.8

21.2

25.4

51.3

44.0

46.6

37.5

55.4

51.0

72.0

47.8

50.3

43.6

61.2

46.7

9.1

8.6

6.6

6.0

7.2

8.7

6.1

17.8

6.7

7.5

8.2

16.0

1.8

2.8

1.5

1.3

1.8

3.7

6.2

1.3

2.3

3.5

6.2

0.4

0.2

0.3

0.7

0.0

0.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=998）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=395）

国 中央値以上（n=1315）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=965）

県 中央値の2分の1未満（n=82）

国 中央値の2分の1未満（n=337）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=670）

国 ふたり親世帯（n=2354）

県 ひとり親世帯（n=85）

国 ひとり親世帯（n=338）

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答
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（２）進学希望 

将来どの段階まで進学したいかについて国と比較すると、「大学またはそれ以上」の割合は、県

では 39.9％、国では 49.7％と県の方が低くなっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「大学またはそれ以上」の割合は、「中央値以上」の世帯（県：

48.6％、国：64.3％）で県の方が低いが、他方で「高校まで」の割合は、「中央値の 2分の 1未満」

の世帯（県：26.8％、国：32.7％）で県の方が低い。 

 

 

 

  

0.4

0.3

0.5

0.2

0.4

0.1

1.2

16.1

14.8

10.4

7.7

18.5

18.9

26.8

32.7

22.1

16.3

21.5

12.4

21.4

21.6

25.6

17.3

39.9

49.7

48.6

64.3

34.8

38.1

29.3

28.0

21.0

18.2

19.0

15.5

24.6

21.4

17.1

20.8

0.4

0.7

0.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=998）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=395）

国 中央値以上（n=1310）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=959）

県 中央値の2分の1未満（n=82）

国 中央値の2分の1未満（n=336）

中学まで 高校まで

短大、高等専門学校、専門学校まで 大学またはそれ以上

まだわからない 無回答
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（３）生活満足度 

生活満足度について国と比較すると、「6～10」に該当する割合は、県では 73.5％、国では 70.6％

と県の方がやや高くなっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「6～10」に該当する割合は、いずれの世帯でも県の方が高い。 

世帯の状況別にみると、「6～10」に該当する割合は、「ふたり親世帯」「ひとり親世帯」ともに

県の方が高い。 

 

 

 

  

4.2

4.8

3.5

4.2

3.6

6.0

6.1

4.2

3.9

4.4

2.4

8.0

10.4

10.6

8.4

9.6

13.8

10.1

14.6

16.2

9.9

10.7

17.6

10.7

11.8

12.9

10.9

10.1

11.6

15.6

11.0

16.2

11.2

12.6

11.8

16.4

25.8

23.5

22.8

23.1

25.0

23.8

29.3

25.7

23.1

23.3

29.4

26.2

47.8

47.1

54.4

53.0

46.0

44.5

39.0

37.7

51.9

48.9

38.8

38.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=998）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=395）

国 中央値以上（n=1307）

県 中央値の2分の1以上中央値

未満（n=276）

国 中央値の2分の1以上中央値

未満（n=953）

県 中央値の2分の1未満（n=82）

国 中央値の2分の1未満（n=334）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=670）

国 ふたり親世帯（n=2331）

県 ひとり親世帯（n=85）

国 ひとり親世帯（n=336）

0～2 3～4 5 6～7 8～10 無回答
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（４）子どもの心理的な状態 

 

・情緒の問題 

「情緒の問題」（0～10点：得点が高いほど、問題性が高いと考えられる）に関して国と比較す

ると、県では 4.10、国では 3.40と県の方がスコアが高い。 

等価世帯収入水準別、世帯の状況別にみても、いずれの世帯でも県の方がスコアが高い。 

 

 
 

  

4.10

3.40

4.05

3.23

4.25

3.43

4.33

3.84

4.10

3.36

4.56

3.71

3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

県 全体（n=998）

国 全体（n=2687）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=395）

国 中央値以上（n=1309）

県 中央値の2分の1以上中央値未満（n=276）

国 中央値の2分の1以上中央値未満（n=954）

県 中央値の2分の1未満（n=82）

国 中央値の2分の1未満（n=334）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=670）

国 ふたり親世帯（n=2336）

県 ひとり親世帯（n=85）

国 ひとり親世帯（n=335）
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・仲間関係の問題 

「仲間関係の問題」（0～10点：得点が高いほど、問題性が高いと考えられる）に関して国と比

較すると、県では 2.37、国では 2.06と県の方がスコアが高い。 

等価世帯収入水準別、世帯の状況別にみても、いずれの世帯でも県の方がスコアが高い。 

 

 

 
  

2.37

2.06

2.31

1.90

2.32

2.15

2.41

2.38

2.30

2.04

2.42

2.17

1.0 1.5 2.0 2.5

県 全体（n=998）

国 全体（n=2686）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=395）

国 中央値以上（n=1309）

県 中央値の2分の1以上中央値未満（n=276）

国 中央値の2分の1以上中央値未満（n=954）

県 中央値の2分の1未満（n=82）

国 中央値の2分の1未満（n=335）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=670）

国 ふたり親世帯（n=2335）

県 ひとり親世帯（n=85）

国 ひとり親世帯（n=335）
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・向社会性 

「向社会性」（0～10点：得点が高いほど、社会性が高いと考えられる）に関して国と比較する

と、県では 5.95、国では 6.05と県の方がスコアが低い。 

等価世帯収入水準別にみると、「中央値の 2分の 1未満」の世帯（県：5.99、国：5.96）で県の

方がわずかにスコアが高い。 

 世帯の状況別にみると、「ひとり親世帯」（県：6.16、国：5.90）で県の方がスコアが高い。 

 

 
  

5.95

6.05

5.97

6.08

5.97

6.02

5.99

5.96

5.94

6.08

6.16

5.90

5.0 5.5 6.0 6.5

県 全体（n=998）

国 全体（n=2679）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=395）

国 中央値以上（n=1304）

県 中央値の2分の1以上中央値未満（n=276）

国 中央値の2分の1以上中央値未満（n=953）

県 中央値の2分の1未満（n=82）

国 中央値の2分の1未満（n=333）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=670）

国 ふたり親世帯（n=2327）

県 ひとり親世帯（n=85）

国 ひとり親世帯（n=335）
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（５）逆境体験 

「逆境体験」の経験について、国と比較すると、「１個以上あてはまる」割合は、県では 30.3％、

国では 21.6％と県の方が高くなっている。 

等価世帯収入水準別にみると、「１個以上あてはまる」割合は、いずれの世帯でも県の方が高い

が、収入の水準が低い世帯ほど国との差は小さくなっている。 

世帯の状況別にみると、「１個以上あてはまる」割合は、「ふたり親世帯」（県：22.5％、国：

14.4％）で県の方が高い。「ひとり親世帯」では、国との差は見られない。 

 

 
 

  

66.5

75.5

70.1

84.9

70.7

77.6

46.3

50.2

73.0

85.6

24.7

24.7

23.1

18.9

20.5

12.6

19.2

19.9

43.9

44.8

17.6

12.1

64.7

68.8

7.1

2.7

4.6

2.6

6.9

2.5

7.3

5.0

4.9

2.3

10.6

6.5

3.2

2.9

4.8

3.3

2.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=998）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=395）

国 中央値以上（n=1294）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=934）

県 中央値の2分の1未満（n=82）

国 中央値の2分の1未満（n=319）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=670）

国 ふたり親世帯（n=2294）

県 ひとり親世帯（n=85）

国 ひとり親世帯（n=324）

ひとつもあてはまらない（０個） １～２個あてはまる ３個以上あてはまる 無回答
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（６）新型コロナウイルス感染症の影響 

新型コロナウイルス感染症の拡大による変化として「学校の授業以外で勉強する時間」につい

て国と比較すると、「増えた」の割合は、県では 28.8％、国では 31.0％と県の方がやや低くなっ

ている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、「中央値の 2分の 1未満」の世帯（県：36.6％、

国：25.4％）で県の方が高い。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ひとり親世帯」（県：30.6％、国：27.8％）で

県の方が高い。 

 

 

  

28.8

31.0

28.9

32.5

25.4

32.1

36.6

25.4

28.4

31.8

30.6

27.8

10.8

10.7

9.4

9.6

10.1

11.5

11.0

13.0

9.9

10.5

11.8

12.7

59.7

57.5

61.5

57.9

64.1

56.4

51.2

61.6

61.5

57.6

56.5

59.5

0.7

0.8

0.3

0.4

1.2

0.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=998）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=395）

国 中央値以上（n=1312）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=959）

県 中央値の2分の1未満（n=82）

国 中央値の2分の1未満（n=331）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=670）

国 ふたり親世帯（n=2346）

県 ひとり親世帯（n=85）

国 ひとり親世帯（n=331）

増えた 減った 変わらない 無回答
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新型コロナウイルス感染症の拡大による変化として「学校の授業がわからないと感じること」

について国と比較すると、「増えた」の割合は、県では 31.4％、国では 26.4％と県の方が高くな

っている。 

等価世帯収入水準別にみると、「増えた」の割合は、いずれの世帯でも県の方が高く、「中央値

の 2分の 1未満」の世帯（県：48.8％、国：25.4％）で最も差が大きい。 

世帯の状況別にみると、「増えた」の割合は、「ふたり親世帯」「ひとり親世帯」ともに県の方

が高く、「ひとり親世帯」（県：42.4％、国：32.4％）で差が大きい。 

 

 

  

31.4

26.4

27.8

22.9

30.4

27.6

48.8

36.1

29.3

25.8

42.4

32.4

9.8

7.4

7.1

7.1

11.6

8.4

8.5

6.3

8.7

7.3

12.9

8.4

57.4

65.5

64.3

70.0

55.4

63.9

40.2

57.5

60.6

67.0

42.4

59.2

1.4

0.8

0.8

2.5

2.4

1.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 全体（n=998）

国 全体（n=2715）

＜等価世帯収入水準＞

県 中央値以上（n=395）

国 中央値以上（n=1312）

県 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=276）

国 中央値の2分の1以上中央値未満

（n=959）

県 中央値の2分の1未満（n=82）

国 中央値の2分の1未満（n=332）

＜世帯＞

県 ふたり親世帯（n=670）

国 ふたり親世帯（n=2344）

県 ひとり親世帯（n=85）

国 ひとり親世帯（n=333）

増えた 減った 変わらない 無回答



213 

 

（７）支援制度の利用状況 

支援制度や居場所等の利用状況について国と比較すると、「利用したことがある」と「〈利用し

たことはない〉あれば利用したいと思う」の割合は、全ての支援制度や居場所等で県の方が高く

なっている。 

 

 

 

10.0

2.8

9.3

4.1

6.9

2.7

34.7

20.1

44.8

37.7

25.2

15.9

21.3

40.7

23.3

28.8

35.5

39.7

30.4

33.6

19.2

26.8

28.9

39.1

3.6

2.8

3.3

2.6

3.6

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県 (自分や友人の家以外で）夕ごはん

を無料か安く食べることができる場所

（子ども食堂など）（n=998）

国 (自分や友人の家以外で）夕ごはん

を無料か安く食べることができる場所

（子ども食堂など）（n=2715）

県 勉強を無料でみてくれる場所

（n=998）

国 勉強を無料でみてくれる場所

（n=2715）

県 (家や学校以外で)何でも相談できる

場所（電話やネットの相談を含む。）

（n=998）

国 (家や学校以外で)何でも相談できる

場所（電話やネットの相談を含む。）

（n=2715）

利用したことがある

〈利用したことはない〉あれば利用したいと思う

〈利用したことはない〉今後も利用したいと思わない

〈利用したことはない〉今後利用したいかどうか分からない

無回答
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Ⅳ 参考資料 
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１．調査票 
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２．等価世帯収入の算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●等価世帯収入の中央値：290.69万円、中央値の２分の１：145.34万円 

 

（参考：国の調査結果） 

 等価世帯収入の中央値：317.54万円、中央値の２分の１：158.77万円 

 

 

等価世帯収入 世帯 有効パーセント 累積パーセント 等価世帯収入 世帯 有効パーセント 累積パーセント 等価世帯収入 世帯 有効パーセント 累積パーセント

10.21 1 0.1 0.1 145.34 9 1.1 12.0 290.69 24 2.9 50.7

11.18 1 0.1 0.2 153.09 2 0.2 12.2 300.52 1 0.1 50.9

14.43 1 0.1 0.4 158.77 5 0.6 12.8 306.19 8 1.0 51.8

33.54 1 0.1 0.5 159.10 2 0.2 13.1 317.54 9 1.1 52.9

37.50 1 0.1 0.6 160.63 1 0.1 13.2 321.27 4 0.5 53.4

43.30 1 0.1 0.7 162.50 10 1.2 14.4 325.00 47 5.7 59.2

47.25 1 0.1 0.9 167.71 10 1.2 15.6 335.41 21 2.6 61.7

51.03 2 0.2 1.1 173.51 3 0.4 16.0 335.88 2 0.2 62.0

53.03 1 0.1 1.2 179.53 2 0.2 16.3 347.01 4 0.5 62.5

55.90 1 0.1 1.3 187.50 22 2.7 18.9 359.07 3 0.4 62.8

62.50 4 0.5 1.8 187.64 4 0.5 19.4 371.23 1 0.1 63.0

66.14 1 0.1 2.0 190.07 7 0.9 20.3 375.00 42 5.1 68.1

72.17 5 0.6 2.6 193.92 4 0.5 20.8 375.28 10 1.2 69.3

78.26 3 0.4 2.9 194.45 2 0.2 21.0 380.13 19 2.3 71.6

87.50 5 0.6 3.5 207.88 2 0.2 21.3 387.84 8 1.0 72.6

88.39 3 0.4 3.9 212.43 20 2.4 23.7 388.91 1 0.1 72.7

97.23 1 0.1 4.0 212.50 22 2.7 26.4 396.86 8 1.0 73.7

101.04 10 1.2 5.3 216.51 10 1.2 27.6 424.85 28 3.4 77.1

103.94 3 0.4 5.6 224.54 12 1.5 29.1 425.00 32 3.9 81.1

112.27 2 0.2 5.9 229.81 2 0.2 29.3 428.66 17 2.1 83.1

112.50 3 0.4 6.2 237.50 32 3.9 33.3 433.01 12 1.5 84.6

122.98 8 1.0 7.2 245.37 4 0.5 33.7 459.62 1 0.1 84.7

123.74 1 0.1 7.3 245.68 2 0.2 34.0 469.57 31 3.8 88.5

125.00 1 0.1 7.5 245.97 36 4.4 38.4 475.00 25 3.1 91.6

129.90 11 1.3 8.8 265.17 2 0.2 38.6 490.75 7 0.9 92.4

132.58 1 0.1 8.9 265.36 7 0.9 39.5 525.00 44 5.4 97.8

132.68 4 0.5 9.4 274.24 10 1.2 40.7 530.33 2 0.2 98.0

134.40 1 0.1 9.5 275.00 55 6.7 47.4 548.48 7 0.9 98.9

137.50 9 1.1 10.6 283.47 3 0.4 47.8 601.04 1 0.1 99.0

141.74 2 0.2 10.9 606.22 5 0.6 99.6

671.75 1 0.1 99.8

742.46 2 0.2 100.0

〇年間収入に関する回答の各選択肢の中央値をその世帯の収入の値とする（例えば、「50 万円未

満」であれば 25 万円、「50～100 万円未満」であれば 75 万円とする。なお、「1000 万円以上」は

1050 万円とする。） 

〇上記の値を、保護者票問 2 で把握される同居家族の人数の平方根をとったもので除す。 

〇上記の方法で算出した値（等価世帯収入）の中央値を求め、さらに、その 2 分の 1 未満であるか

否かで分類する。 

 


